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今号の表紙
キャンパス内に植えられた約４００本の樹
木は、冬の装いに変わりました。
現在、日没から正門のシナノキのイルミ
ネーションが彩りを添えています。
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「体系的な全学就業力育成プログラムの構築」が
文部科学省の「大学生の就業力育成支援事業」
に採択される
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本学の就業力育成プログラム
「体系的な全学就業力育成
プログラムの構築」が文部科学省の

「大学生の就業力育成支援事業」に
採択される

金井 徳兼 教務主任
創造工学部
ホームエレクトロニクス開発学科　教授

PBL学習と一体化させた 
「ユニット学習プログラム」が高評価

編　集　部	この事業はすべての大学を対象としているのですか？
金井教授	文部科学省（中央教育審議会）は2005年に、大学の機能を▽世界的研

究教育拠点大学▽総合的教養教育大学▽幅広い職業人養成大学――
など7つに分類して「どこに属しますか？」と各大学に問うたことがあるの
ですが、その際に本学は「幅広い職業人養成大学」というカテゴリーを選
択しました。今回の文部科学省の事業は、このカテゴリーを選んだ大学
を対象としたものなのです。

編 集 部	選ばれるための条件とはどのようなものなのでしょう。
金井教授	もちろん、事業名称に記されているように就業力の育成に力を入れてい

ることが大前提ですが、例えばよくある「合格につながる履歴書の書き
方」や「こうすれば面接の達人になる」といった小手先の技術のノウハウ
ではなく、根底には教育改革とリンクした骨太のプログラムであることが
求められています。

編 集 部	この事業に採択された一番の理由は何だったのでしょう？
金井教授	本学の教育改革の1つである、独自のものづくり教育＝PBL学習を柱に

して教養教育、専門教育、キャリア開発教育を一体化し連携させた「ユ
ニット学習プログラム」（本誌No.160号_巻頭ページ参照）が高く評価さ
れたようです。

編 集 部	「ユニット学習プログラム」は教養・専門・キャリアという各学習群の間
で、さまざまな連携を組んで柔軟に対応していくということですが、キャ
リア開発教育との連携ではどのようなことをお考えですか？

金井教授	例えば私が所属しているホームエレクトロニクス開発学科では、1限から
4限までを通したプロジェクト学習を設定して、家電メーカーの視察を通
し、どのようなシステムを製作しているのか、どのような発想から新製品
が誕生するのか――。専門分野の家電に関して工学的にアプローチす
るだけではなく、家電メーカーが置かれている社会的な立場や貢献の度
合い、生み出した製品が日本経済に与える影響など、社会学的・経済学的
な視点を含めた学びも取り入れるつもりです。また家電メーカーの社員

の方を講師としてお招きし、製品開発部門はもちろん総務や経理、人事と
いった会社を支える非生産部門の現場の実情を生の声で語っていただく
ことで、あらゆる角度から企業の実態を理解してもらうことを考えていま
す。何よりも生きたキャリア教育となるよう積極的な企業との連携を考え
ています。

柱の1つ、キャリア開発教育も発展・拡充 
グループワーク方式で切磋琢磨

編 集 部	ユニット学習の柱の1つであるこのキャリア開発教育そのものも精選し発
展・拡充させていくそうですね。

金井教授	平成23年度から文部科学省は「大学は、学生が卒業後自らの資質や能力
を発揮して社会的・職業的に自立できるよう、生涯を通じた持続的な就業
力を育成していかなければならない」――という内容の大学設置基準の
改正となった「大学における社会的・職業的自立に関する指導等（キャリア
ガイダンス）を制度化」させ、日本の全大学が実践していくことになりまし
た。当然、キャリア開発教育の充実も必要となってきます。今まで述べた
ユニット学習プログラムには、この発展・拡充したキャリア開発教育が組み
込まれていくというわけです。

編 集 部	どのような内容でしょう？
金井教授	全学生が職業観や勤労観を養い、自分の生き方や将来の生活についてき

ちんと考えられるよう、1年前期から3年後期まで各前後期計6科目を新
たに開設します。もちろん1年生は入学したばかりで、明確な卒業後のビ
ジョンも持っていないでしょうから、例えば大学の学びとは何か？これから
の大学生活4年間をどう設計していくのか？こういった基本的なところか
らスタートして、後期からディスカッションやプレゼンテーションの効果的
な実践の仕方など、社会で求められる論理的な構成力や表現力の育成、
さらには具体的な企業研究へと進めていく考えです。いずれもただ単に
座学中心に行っていくのではなく、学生同士がお互いに切磋琢磨しながら
成長が見込めるグループワーク方式の導入などを考えています。

　昨年度10月時点における就職内定率が、57.6％という驚異的な低さ

だったことは記憶に新しいところです。これは調査開始以来最低の数字

で各大学とも頭を痛めています。こうした現状もあって文部科学省は「大

学生の就業力育成支援事業」を立ち上げて参加する大学を募集してい

ましたが、本学の就業力育成プログラム＝「体系的な全学就業力育成プ

ログラムの構築」が見事採択されました。この事業は産業界などと連携し

て就職後すぐに役立つ実学的な専門教育を行うなど、学生が卒業後に

社会的・職業的に即自立可能な能力を身につけることができるような取り

組みに対し、国として支援していこうというもので、今年度は全国の国公

私立大学と短期大学から441件の申請が寄せられてそのうち180件が採

択されました。本学のプログラムとはどのようなものなのでしょうか？プログ

ラムを統括する教務主任で創造工学部ホームエレクトロニクス開発学科

の金井徳兼教授にお話をうかがいました。
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ポートフォリオ、アセスメント、インターンシップ 
就業力支援の3つのインフラを整備

編 集 部	しかし、実際に行っていくのはとても大変なのではないでしょうか？
金井教授	ですから事前にさまざまな困難を想定し、これらを支えるためのインフラ

を整備します。3点ありますが、まずは「キャリアポートフォリオ」の採用で
す。これまで、学生を評価するものとしては成績表が一般的でした。とこ
ろが成績以外の成果、そこにいたるプロセスなどについては記載されて
いません。そこで、学習履歴はもちろん、クラブ活動、ボランティアなどの
社会活動、自主的・創造的な研究を行う本学独自のKAIT工房における活
動履歴などなど学生生活のあらゆる履歴をデータベース化し、ちょうど1
冊のアルバムとなるようにまとめたものです。これを見ることで自分も経
緯を振り返って反省し、修正してさらに頑張ることもできますし、企業もそ
の学生の4年間の軌跡すべてを知ることができます。

編 集 部	なるほど。この履歴は卒業しても利用できるのですか？
金井教授	指導要録（成績表）と同様に例えば数十年単位で保管しておいて、卒業後

何年か経って転職する際にも活用できるようにしたいと思っています。次
が「成長度把握アセスメント」の開発です。難しい言葉が並んでいますが
小学校の通知表の右側ページの行動の記録や生活の様子にあるような

「責任感がある」「協調性がある」「進んで発表できる」といった、行動や生
活に関する項目をまとめたものです。その学生の人間としての成長度合
いをレーダーチャートで表現しひと目でわかるようにします。これについ
ては学生と教職員が情報を共有し、例えば協調性が弱かったら、PBL学習
のグループリーダーに指名してグループをまとめてもらうなど、弱点を磨
いけるような指導を行います。

編 集 部	評価は先生方が行うのですか？
金井教授	新たにキャリア力テストを開発してそれをもとに評価していきます。そし

て3番目が「インターンシップ学習機会」の積極的な活用です。インターン
シップは、学んだ専門知識や技術が産業界にどのように活用されるのかを、
体験を通じて具体的に理解できるとともに、実践的な能力を養うための就
業力育成の恰好の機会といえます。ところが現実は非常に狭き門で「就職
するよりも難しい」というのが実情です。でも甘んじてはいられません。
例えば近隣の厚木には工業団地がありますから連携をもっと密にしたり、
理科教諭を志望する学生のためには厚木市に要請して小中学校のアシス
タントティーチャー（AT）の枠を広げてもらったり……。このインターン
シップの学習機会を拡充するため、今以上に企業や地域と積極的に連携
して活発化させていきます。この3点以外にも、これまで独立して開講し
ていた就職試験対策講座やTOIEC対策講座、SPI試験対策講座なども
キャリア開発教育と連携させていきます。

編 集 部	実現に向けて教職員の方々に寄せられる期待も大きいのではないでしょ
うか？

金井教授	もちろん学生のためですから全力で取り組んでいきます。当然のように
私たち1人ひとりも職業指導に関する資質を高めて、学生に的確なアドバ
イスができるようにしていかなければなりません。そのためにはキャリア
教育や職業指導に関する学会や学外講座に積極的に参加したり、学内に

も関連研修講座を開設して参加を義務付けるなど全力で取り組んでいき
ます。第1回目の学内研修講座は先月、12月にすでにスタートしました。
参加した教職員の方々の意気込みも伝わってきてかなり期待できそうで
すよ（笑）。

取り組みを外部から評価 
一緒にキャリアアップ！ 高等学校との連携も

編 集 部	なるほど。ところで就業力育成プログラム全体の評価についてはどのよう
にお考えですか？

金井教授	評価というのは甘ければ意味がありません。そこで企業の第一線で活躍
している企業の方々に申請取り組みをチェックしていただく外部評価制
度を取り入れます。望むのは辛口！　成長度把握アセスメント試験の点数
の伸び率が低い、数年経過したのに就職率が向上しない……。忌憚なく厳
しくご指摘頂いて、問題点を詳細に分析し、全力を挙げて改善していくよ
うな評価システムをつくります。

編 集 部	この事業には確か付帯事項として大学間連携または高校と大学の高大連
携も求められています。

金井教授	もともと本学は近隣高校を中心に、高校大学間教育協定（平成22年度4
月現在で協定高校数33校）を結んでお互いの教育活動で連携してきた
経緯もあって、高大連携を選択しました。これにも3つの柱があって、1
番目は「大学インターンシップ」の実施です。近隣の高校生に本学にイン
ターンシップに来てもらうものです。平成21年度に厚木高等学校の1年
生6人を1日受け入れる試験的なインターンシップを行いましたが、この
時の経験と就業力養成とを合わせた3日間ほどのインターンシップを開
校していく予定です。2番目は先輩大学生が出身高校を訪問して、今回
の就業力育成プログラムで身についた知識を後輩の高校生たちに伝える

「情報交換コミュニティー」の設置です。彼らに学習する意義や進路選択
の重要性を理解してもらうのが目的で、手法としては直接訪問する方式や
インターネットを利用したTV会議システムを活用する方式などを予定し
ています。そして3番目が高校生と大学生が地域に根差した共同研究を
行う、ものづくりをテーマとした「連携プロジェクト学習」です。プロジェク
トにあたっては大学生や大学の教員だけでなく企業の技術者にも加わっ
てもらうことで、共同研究を通して高校生にも職業観も養ってもらえるよ
うに工夫します。なお、2番目と3番目についてはすでに神奈川県立相
模田名高等学校と実践していて、3番目に関しては出来上がった作品が
2010年11月に神奈川県教育委員会の特別賞を受賞しました。こうした
高大連携については現在2校と少ないですが、今後は厚木市内の高等学
校を中心に多数の高等学校と積極的に行っていく予定です。

編 集 部	このプログラムの実施はいつからですか？
金井教授	ワーキンググループをすでに立ち上げていて、平成23年度中に具体的な

カリキュラムを検討し、是非とも、全力で取り組みたいです。
編 集 部	期待したいと思います。本日は有難うございました。

interview

神奈川工科大学　体系的な全学就業力育成プログラムの構築

【取組概要】
幅広い職業人養成の大学－職業人集団の中核的役割を担う人材
の育成という教育観点にたって、教育基盤であるPBL教育とキャリ
ア教育を有機的に関連付け、広く学生たちが自ら社会的職業的自
立を具現化します。大学のユニバーサルアクセス化に対応し得る
大学カリキュラムを体系化します。また、「キャリアポートフォリオ」
や「成長度把握アセスメント」などの就業力支援インフラを構築し
積極的に運営します。

【達成目標・成果等】
1） 履修計画の精度を向上させ、大学全体の単位修得率やGPAの
向上。

2） 学生自らの目標設定に至る過程やその履修マップを描ける学
生を増加させる指導体制の確立。

3） キャリア教育の履修者100％。
4） 就職内定率を恒常的に、対希望者95％以上、対卒業生数90％
を目標。

5） 就業力育成指導に関するFD・SD研修への教職員の参加率
100％

学生

就業力育成に関する情報公開

就業力ユニットプログラム

就業力支援インフラの構築
職業指導力向上

外部評価
内部評価

高校生の職業観
勤労観の形成

就業力と教育改革シンポジウム／パンフレット／広報誌／ホームページ／教育関連学会報告など

全学共通教育／キャリア教育／
分野別教育の有機的な接続

キャリアポートフォリオ／成長度把握アセスメント／人材交流バンク
FD SD研修の充実

授業参観
大学インターンシップ／
大学生との情報交換
コミュニティ／
連携プロジェクト

①初年次教育②人間力育成教育③言語教育
④キャリア開発教育＋（専門基礎／専門教育／PBL教育）

連携発展

評価

取り組み教職員 高校生
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「神奈川工科大学から発信する
環境・エネルギーシンポジウム2010」
が開催されました

神奈川県主催
「次世代自動車関連技術発表会」
が本学で開催されました

国際福祉機器展に介護支援ロボット
「パワーアシストスーツ」を展示

厚木市主催「温暖化防止フォーラム」に
学部生がパネリストとして参加

『夢の実現プロジェクト』中間報告会を実施

　11月20日に「神奈川工科大学から発信する環境・エネルギーシンポジウム2010」を開催しました。一般の方にも分かりやす
いシンポジウムということで、中学生を含む200余名の方々に参加頂きました。
　厚木市教育長、神奈川県環境農政局長、東京理科大学学長、東京電力㈱理事、国立極地研究所所長等をお迎えし、本学の教育・
研究面での取組み状況報告、基調講演（環境・エネルギーの視点からみた光触媒、スマートソサイアティと東京電力の今後の取り
組み）、南極の環境・エネルギーへの取り組み状況（南極昭和基地との回線接続で実況中継報告による極地での環境・エネルギー
問題の討論）、パネル討論会（「地域で貢献できる環境・エネルギー技術の課題」）等を行い、活発な議論が交わされました。
　また、見学会では、東京電力㈱の電気自動車、あつぎ環境市民の会のソーラクッカー、等の他に、本学学生による「Stop the 
CO2プロジェクト」、環境技術の研究成果、太陽エネルギーシステム研究開発センター等のパネル展示があり、参加者と多くの意
見交換を行いました。
　密度の濃い有意義なシンポジウムを無事に終了することができました。来年度は「情報」に関するシンポジウムを開催する予定
です。

　神奈川県が主催する「次世代自動車関連技術発表会」の開催に本学が協力
し、11月8日に本学を会場に行われました。県内の関連企業からの技術発表
や意見交換の他、「EV技術で変わる自動車関連業界の今後」と題して、日産
自動車株式会社のフェロー久村春芳氏の講演が行われました。
　本学からは自動車システム開発工学科学科長安部正人教授による自動車
システム開発工学科の紹介と遠藤順一教授から「自動車の軽量化技術」と題
する研究内容の発表を行いました。また、自動車工学センターの見学会も開
催され、ドライビングシミュレーター室やエンジンベンチ室を公開いたしまし
た。自動車工学センター長の石濱正男教授は、「今回の開催は、かつてないほ
どの盛況でした。本学が自動車
技術に関する一種のセンターと
なっている実証であります。」と
コメントを寄せています。
　本発表会をきっかけに、社長
を務める本学OBからは、計測シ
ステムのご寄付をいただくなど、
産学との連携強化へと繋がる本
企画に、今後の開催にも企画・実
施運営に協力してまいります。

　9月29日～10月1日、第37回国際福祉機器展が東京ビックサイトにて行
われ、ロボット・メカトロニクス学科山本研究室が介護支援ロボット「パワーア
シストスーツ」の展示を行いました。
　展示ブースでは、パワーアシストスーツを着用し、ベットから抱き上げるデ
モンストレーションを行い、介護現場の負担を軽減するためのロボット技術を
披露し、9月30日放送の「とくダネ」（フジテレビ）にも取り上げられました。
　また、11月6日に「第2回市民医療フェスティバル」においても、パワーア
シストスーツのデモンスト
レーションを行いました。
　ロボット・メカトロニクス
学科では、障害のある方や
生活機能が十分ではない
方を支援するためのさまざ
まなロボット技術やシステ
ムの研究・開発を進めてい
ます。

　11月21日に行われた「温暖化防止フォーラム」（厚
木市主催）に、機械工学科航空宇宙学専攻2年の鈴木
麻優さんが、「Stop the CO2 Project Ⅱ」の研究成果
として「LED蛍光灯の省エネ性」について研究発表を
しました。更に、パネリストとして『省エネ・エコ生活の
ススメ』と題して、あつぎエコ特別大使の榊原郁恵さ
んと省エネ活動・エコ生活などのパネルディスカッショ
ンにも参加。質問にも適切に回答していました。

　学生の皆さんの「ものづくり」にかける情熱
に対して、活動資金を支援する制度『夢の実現
プロジェクト』の採択プロジェクトチームによ
る、活動中間報告会が学園祭に合わせて行わ
れました。各プロジェクトは、これまでの活動
状況とこれからの活動についてまとめたポス
ターを作成し、KAIT工房に訪れた見学者に説
明を行いました。

『夢の実現プロジェクト2010』採択団体一覧
№ 団体名 参加人数 活動目標
1 神奈川工科大学FCVプロジェクト 7名 FCV（燃料電池電気自動車）競技大会出場

2 LINEAR（リニア） 12名 （社）組込みシステム技術協会（JASA）主催
ETロボコン2010への参加

3 KWR修理屋 10名 車椅子の修理・メンテナンス、工学的技術
の向上

4 Bio Club（バイオクラブ） 22名 ホタルの復活
5 ロボット制御研究会 15名 NHK大学ロボコン出場

6 KAIT ソーラーカープロジェクト 11名 Dream Cup ソーラーカーレース鈴鹿
2010出場

7 KAIT バイクトライアル 16名 マウンテンバイク製作・全日本バイクトラ
イアル選手権大会出場

8 フォーミュラSAEプロジェクト 11名 全日本学生フォーミュラ大会出場
9 ライントレーサー技術研究会 11名 マイコンカーラリー競技大会出場
10 鳥人間プロジェクト 13名 2010年鳥人間コンテスト選手権大会出場
11 相撲ロボット技術研究会 5名 ロボット相撲大会出場
12 KAIT Future Creators!! 8名 国際バーチャルリアリティコンテスト
13 奥田眞士 1名 超高効率モータの製作

本学で取り組んでいる研究を見学いただきました。

パネリストとして参加した鈴木麻優さん

パワーアシストスーツを着用し、男性を抱き上げるデモンストレーションの様子

意見交換の様子
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International Communications and Exchanges

国際交流
Regional Communications and Exchanges

地域交流
市内小学校の校外学習で、ロボット・メカト
ロニクス学科が福祉機器体験を実施

幾徳杯「少年野球大会」「少年サッ
カー大会」「ゲートボール大会」を開催

米国レイクワシントン技術大学と
学術交流協定を締結

米国グリーンリバー・
コミュニティカレッジ
アメリカ人留学生
修了式を開催

JICE（㈶日本国際協力センター）訪
問団が本学で視察・研究室交流

ホームエレクトロニクス開発学科の学生が
「社会人基礎力育成グランプリ2011関東地区予選大会」で
優秀賞を受賞!

　厚木市立森の里小学校の4年生を対象とした「校外学習～これからの福祉～」が
11月30日にロボット・メカトロニクス学科のライフモデルルームやワークショップ、ロ
ボット・プロジェクト棟で実施されました。
　参加した約60名の子どもたちは、肢体不自由の疑似
体験として食事介助ロボットでお菓子をすくう体験や、ラ
イフモデルルームでの介助用ベッドから浴室まで移動す
る室内リフト走行機の体験、パワーアシストスーツの見学
体験などを通じて、障害を持つ人々に必要ないろいろな
ロボットについて、積極的に触れ合い、学んでいました。
　昨年夏に行われたロボット・メカトロニクス学科主催

「福祉アイデアコンテスト」には森の里小学校の児童か
ら複数の参加があり、同コンテストを通じて、今回の校外
学習が企画実施されました。

　本学との協定校である、米国グリーンリバー・コ
ミュニティカレッジのアメリカ人留学生25名が、9月
24日から12月2日までの10週間、「日本留学プロ
グラム」のため短期滞在し、本学で日本語特別授業
と共に、主にArtとPhotographyの課題研究を行い
ました。
　11月25日には、本学第4食堂にて修了式を開
催。式には、本学教職員や学生など多数が出席しま
した。会場では、アメリカ人留学生と本学学生が、こ
れまでの日本滞在についての感想などを語り合い、
和やかな雰囲気で行われました。

　10月20日、外務省との共同事業によるJICE（財団法人日本国際協力センター）訪
問団が本学を訪問し、視察及び教育・研究交流が行われました。

　経済産業省主催の「社会人基礎力育成グランプリ2011関東地区予選大会」が11月29日に行われ、ホームエレクトロニクス開
発学科2年・3年の学生（6名）が関東地区予選大会優秀賞を受賞しました。関東地区予選大会には、東京や千葉、群馬などから合
計29の大学が参加。同グランプリでは、学生が、ゼミや研究室などでの課題にいかに取り組み、どのように成長できたかを発表し
ます。
　『社会人基礎力』とは、「職場や地域社会で活躍するために必要な基礎的な力」として経済産業省が提唱しているもので、「前に
踏み出す力	Action」「考え抜く力	Thinking」「チームで働く力	Teamwork」の3つの力、12の能力要素で構成されています。
　同グランプリでは、ホームエレクトロニクス開発学科の特徴的な授業である「実践プロジェクト」（企業連携課題プロジェクト学
習）について、3名の学生が登壇し、「インバータ洗濯機の省エネおよび洗浄力向上に関する検討」のテーマで、プレゼンテーション
を行いました。同授業は、家電製品製造メーカーの技術者からのものづくりの課題に対して、学生が具体的な解決方法を見い出し
計画し、自らが実践して答えを導く学習形態です。学習スケジュールでは、「①プロジェクトテーマの設定」「②調査、実験、解析」「③
企業技術者との情報交換」「④実験手法をアドバイスをもとに改善」「⑤協力企業に対してプロジェクト成果の報告」という流れを
4月～11月に実践し、この間にさまざまな難題に直面しながら学生たちは、社会や企業を体験し、技術者が必要とする知識や技術
の向上だけではなく、コミュニケーション力や文章表現力も併せて身につけていきました。
　今回の受賞について、中島義人さん（ホームエレクトロニクス開発学科3年）は、「今回参加した29大学のほとんどが文系大学で
す。B会場では、理系大学は本学を入れても3大学であったと思います。今回の受賞を大変嬉しく思っています。理系ならではの
特徴をもっと取り入れたプレゼンテーションに改善し、3月の決勝大会に皆で挑みます！」と話してくれました。 関東地区予選大会会場での様子

　11月11日、米国ワシントン州の『Lake Washington Technical College』と学
術交流協定を締結いたしました。
　本協定は主に、情報メディア学科を
対象とした新規海外研修、海外留学プ
ログラムの展開を念頭に置き、締結さ
れました。
　海外研修プログラムは今年度よ
り『海外情報メディア研修（2Dグラ
フィックス）』として開始されます。

調印後握手を交わす小宮学長とMcGavick学長

　毎年秋に本学スタジアムやグランドを使って行われる幾徳杯。今年度は10月23日
～11月7日に「第18回幾徳杯少年野球大会」が、11月20日、21日に「第17回幾徳
杯少年サッカー大会」、11月27日に「第8回幾徳杯ゲートボール大会」が開催されま
した。野球大会の決勝戦は神奈川工科大学KAITスタジアムで行われ、「妻田ブルー
フォックス」（厚木）が優勝。決勝戦の後は6
年生のオールスターチームと本学職員の交
流試合を実施し、小学生チームが勝利を収
めました。
　サッカー大会ではグランドにて競技を行
い、「若宮サッカークラブ」が優勝。
　また、ゲートボール大会では約300名の
参加があり、「荻野B」チームが優勝しました。
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エコ活動
の報告

第3回ものづくりコンテスト＆
販売会を開催
　学園祭において、「第3回ものづくりコンテスト＆販売会」が行われ
ました。本年度の"ものづくり大賞者"を決定することと、自作製品の
販売を目的とした恒例のイベントです。
　事前に行った大賞獲得課題作品を含む出展数	131点（575個）
を展示し、来館者の内800名の方に投票していただきました。その
結果、ものづくり大賞は、最高得票数	175票を得た　浦本大輝さん

（機械工学科4年）の"ギター（非組立てキット品）"に決定しました。
優秀賞（2名）、努力賞（3名）
を含め6名の学生に賞状と賞
品が授与されました。投票者
の感想は、「ユニークさ・完成
度・あたたかみ・美しさ・一生
懸命さ」など、全体的に楽しい
企画というものが多く寄せら
れました。同時に作品販売も
行われ、KAIT工房でしか買え
ない作品を多数お買い上げ
頂きました。このイベントは
来年度の学園祭にも継続して
開催しますので、学生の力作
の出展を期待しています。

グリーンリバーコミュニティーカレッジの
留学生が陶芸に挑戦
　本学との米国協定校GRCCからの留学生12名が陶芸に挑戦しました。講義終了後、工房に集合
し、指導員の説明を受けながらカップや酒器を「手ろくろ」による紐工法で製作しました。初めての方
がほとんどでしたが、指導員のコツをすばやく理解した人が他の学生にアドバイスをしながら、思い思
いの造形と絵付けを体験しました。作品は「第3回ものづくりコンテスト」の留学生コーナーに全品
展示されました。色合いの
すばらしい作品が多く、来
館者から好評を得ていまし
た。留学生として本学に来
て、日本文化を体験したこ
とは、良い思い出となるこ
とでしょう。全員お土産とし
て、本国に持ち帰りました。

女子学生対象ものづくり体験会を実施
　女子学生の皆さんに工房を更に利用してもらえるよう、9・10月に「ものづくり体験会」を実施しま
した。内容は、陶芸コース（マイカップ造り）と鋳造コース（ペンダント造り）を設定しました。参加者は、
授業の空き時間や放課後と自由な時間帯に参加し、ものづくりに熱心に取り組んでいました。それぞ
れのコースで成形、修正、塗色と工
程が進む過程の面白さと自作品へ
の満足感を感じたことでしょう。ま
た、陶芸コースでは、同じ形、色合い
のそっくり賞イベントに挑戦し、トッ
プ賞を受賞した学生もいました。女
子学生の皆さんにも、気楽に工房を
利用していただきたいと思います。

学生サービス棟屋上に「ミニ農園」を開設
　ECO活動の一環で、学生サービス棟（K2号館）の屋上に、ミニ農園（50㎡）を9月末に開設しました。農園による屋上
緑化で、建物の冷房費の削減目的と、可能な限り、減農薬による野菜栽培を通じて、幅広いECO活動の普及を目指してい
ます。初めに植えた野菜の苗は、キャベツ、白菜、京菜（水菜）、イチゴなどです。小松菜や青梗菜は種子を蒔きました。既
に小松菜や青梗菜、京菜は一部収穫し、学内食堂でメニューの一部として使い始めています。キャベツや白菜も順調に成
長し、現在、収穫期を迎えています。イチゴの収穫は来春です。エコ・ボランティアチーム『みどり』の学生メンバーは、苗
の植え付けや収穫、日々の水散布などを実践しています。
　また、栄養生命科学科「調理実習」で出る、生ゴミの堆肥化
も、併せて実施が始まります。まず、生ゴミは生ゴミ処理機に
掛けて、乾燥処理すれば、乾燥した粉状になります。これを土
と混ぜて、最終的に堆肥化をすることを目指しています。完成
した堆肥は、屋上農園の有機肥料として使うことを目指してい
て、有機肥料、野菜栽培、野菜利用、そして生ゴミの再肥料化
という循環型サイクル化を目指した取り組みです。

学園祭でエコ活動を紹介
　学園祭が11月6日～7日に開催され、『みどり』
学生メンバーは、エコ活動の紹介も兼ねて、活動
のパネル展示や堆肥乾燥機の実物などを展示し
ました。また、本学学生の「エコ意識調査アンケー
ト」を事前に行い、結果をパネルとして展示しまし
た。当日の来場者にも簡単な「エコクイズ」を出題
し、回答者には、エコ石鹸や防災食品などのお土
産付企画も実施しました。

学生の
躍活
Activity

　9月に開催された日本油化学会第49回年次大会で、大学院工学研究科応用化学専攻博士
前期課程2年の谷地理恵子さんが、ポスター発表を行い、発表に対して学生奨励賞（JOCS 
Student's Award）を受賞しました。谷地さんは4月か
ら、東京大学大学院 博士課程 薬学研究科 機能薬学専
攻に入学することが決まっており、衛生化学教室に所属
する予定です。

【発表題目】
「TNF-α/GalNにより誘導した脂肪性肝炎モデルラット
におけるTocotrienol摂取の効果」

　ユビキタスコミュニケーションの権威である名古屋大学の河口信夫教授
が主導となり、HASC Challenge2010というコンテストが行われました。
この大会は、加速度センサーを使って人間の行動を推定しようという研究の
活性化を目的とし
たもので、神奈川
工科大学はデー
タ収集貢献賞を
頂きました。デー
タ収集の中心人
物は、情報工学科
3年 生 の 河 本 賢
治さん、齋木拓実
さん、庄司貴哉さ
んです。

応用化学専攻の大学院生が
日本油化学会から学生奨励賞を受賞

HASC Challenge 2010にて
情報工学科3年生が
データ収集貢献賞を受賞

学生サービス棟の屋上に設置された「ミニ農園」

優勝作品「ギター」 マイカップ制作の様子 そっくり賞受賞の学生

陶芸に挑戦した留学生たちと、完成した作品

収穫された野菜を学生食堂で提供
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　財団法人川崎市産業振興財団が主催する「第
17回かわさきロボット競技大会」が8月28日、29
日に川崎市産業振興会館において行われ、本学ロ
ボット工学研究部から出場したチーム『まだ、出来
てないの』が優勝を果たしました。また、ファイティ
ング賞、努力賞、川崎マリーンロータリー賞、敢闘
賞の4部門で6チームが入賞するなどロボット工
学研究部が大健闘しました。

　10月9日に行われた「第22回全日本ロボット相撲大会・関東大会」（千葉県	幕張
メッセ）において、全日本の部・自立型の部に出場した電気電子情報工学科4年の會野
元さんのロボット「QSA5（キューエスエーファイブ ）」が優勝しました。また、同部門
の5位には、本学の「夢の実現プロジェクト」へエントリーしている相撲ロボット技術研
究会が製作した「Solid+（ソリッドプラス）」が入賞しました。
　優勝した會野元さんは「今回で3回目の挑戦でしたので優勝できて本当に嬉しかっ
たです。全国大会は初出場ですが、この勢いで優勝をめざします！」と感想を述べまし
た。これら2体のロボットは、8月に行われた東北大会で優勝（ラジコン型の部）を果た
したロボット技術研究会のロボット「L（リキッド）」とともに、12月の全国大会に出場。
ロボット技術研究会の福田佳久さん（ロボット・メカトロニクス学科2年）は、「自分達が
製作したロボット全てが全国大会へ出場することが決まりました。夢の実現プロジェク
トにエントリーし、製作活動を積極的に進めることができたと思っています。」と感想を
述べました。
　今年度、本学から「全日本ロボット相撲大会」に
出場したチームは、各地の予選大会を好成績で
通過し、全ロボットが全国大会へ進出することと
なりました。「スポーツ競技では両国国技館なん
て行けませんが、こうやってロボットの競技で両
国にいけるのが嬉しいです。」と笑顔で話してく
れました。

　格闘ロボット大会「第4回KHK杯」（小原歯車工業（株）主催）が10月2日に埼玉県川
口市で行われ、真行寺裕一さん（ロボット・メカトロニクス学科4年）が優勝しました。ま
た、3位に星直樹さん（大学院情報工学専攻博士前期課程1年）が入賞しました。
　同大会は、「かわさきロボット競技大会」に準拠
した格闘ロボット大会で、技術力の高いロボットビ
ルダーに人気の競技会です。真行寺さんと星さん
は共に本学ロボット工学研究部出身です。今回優
勝した真行寺さんは「前回は4位でしたので、昨年
の雪辱をはらせてよかったです。今回の優勝はと
てもうれしいです。」と語ってくれました。

　ETソフトウェアデザインロボットコンテスト（愛称	ETロボコン）のチャンピオンシップ
大会が、12月1日、2日に行われ、本学から出場したチーム「こっぺぱん♪」（ロボット・メカ
トロニクス学科吉野研究室）は競技部門準優勝の成績を収め、総合準優勝を果たしまし
た。このETロボコンとは、同一のロボット走行体を用いて、いくつかの難所のクリアをめ
ざすプログラムを開発し、そのソフトウェア設計モデルとロボットの走行性能を競うコン
テストです。今年度は、全国で343チーム（企業171、大学69、その他）が出場して地区
大会が実施され、チャンピオンシップ大会は、それらの地区大会の上位40チーム（企業
26、大学10、その他）で実施されました。
　自動車業界など組み込みシステムに関連する企
業のチームが多数参加するなか、チーム「こっぺぱ
ん♪」の総合準優勝は大健闘した活躍となりました。

『競技だけでなく、ソフトウェア設計モデルも一生
懸命学習した甲斐があり、モデル部門でも良い成
績を獲得でき、総合で準優勝を獲得することができ
ました。』と感想を述べています。

　10月10日、町田市テコンドー協会が主催する「第7回町田市テコンドー選手権大会」
において、本学テコンドー部が出場し、男子有級組手中重量級の部で、ロボット・メカトロ
ニクス学科1年のキルマンガ・アマーニさんが優勝し、シニアの部で敢闘賞を受賞しまし
た。また、男子有級組手軽量級では、機械工学科2年の並木翔汰竜さんが3位に入賞しま
した。優勝したキルマンガさんはスウェーデンからの留
学生で、「日本への留学前から続けていたテコンドーです
が、大会への参加は初めてだったので優勝できて嬉しい
です。これからもさらに自信を高めていきたいです。」と
感想を語りました。また並木さんは、「12月に全国学生
選手権大会へ出場します。上位めざして頑張りたいと思
います。」と抱負を語りました。

　6月27日に行われた「ツール・ド・ジャパン2010第3戦ひたちなかステージ 兼
JCRCシリーズ第5戦」において、5時間チームエンデューロに出場した本学自転車部

（末岡正充さん（ホームエレクトロニクス開発学科2年）、五十嵐文貴さん（ロボット・メ
カトロニクス学科3年）、眞野和輝さん（自動車システム開学工学科1年）、寺田達哉さん

（機械工学科1年）が、熱戦を繰り広げて見事優勝しました。
　また、11月28日に行われたバイクトライアル学生連盟主催のプレ学生大会公式戦
の新人クラスでは、安藤大貴さん（自動車システム開学工学科1年）が優勝、近畿地区大
会では鈴木光一郎さん（機械工学科4年）が優勝しました。さらに同日に行われた「セオ
サイクル・サイクルフェスティバル」のクロスバイ
クの部では末岡正充さんが優勝を果たしました。
　今年度の自転車部の活躍は目覚しく、各大会
に積極的に参加し、実績を上げています。今後の
活躍が注目されます。

　全日本ロボット相撲大会の全国大会に、東
北大会で優勝した、相撲ロボット技術研究会
が製作したロボット「L（リキッド）」チームと、
関東大会に出場し、全日本の部・自立型の部
で優勝した電気電子情報工学科4年の會野
元さんのロボット「QSA5（キューエスエー
ファイブ）」が12月19日に行われた全国大会

（両国国技館）に出場しました。

　8月29日に行われた「第22回全日本ロボット相撲大会・東北大会」（秋田県横手市）
に出場した本学チーム「相撲ロボット技術研究会」は、全日本の部・ラジコン型の部で
優勝しました。ロボット相撲大会は相手を土俵の外へ押し出すための技術を駆使した
ロボットによる競技で、その予選会として全国各地で大会が行われました。相撲ロボッ
ト技術研究会が製作したロボット「L（リキッド）」の
チーム代表を務めた桑江哲也さん（ロボット・メカ
トロニクス学科2年）は、「一昨年の全国大会で敗
退したチームに勝利しての優勝でしたので、とても
うれしかったです。全国大会に向けてロボットの調
整を行い、土俵で緊張することなく勝利をめざしま
す」と感想を述べました。

「かわさきロボット競技大会」で
ロボット工学研究部が優勝

第22回全日本ロボット相撲大会の
関東大会で優勝

格闘ロボット大会「第4回KHK杯」で優勝

「ETロボコン2010」チャンピオンシップ
大会で総合準優勝

テコンドー部の活躍！　第7回町田市
テコンドー選手権大会で優勝

自転車部：ツール・ド・ジャパン
第3戦ひたちなかステージ（JCRC第5戦）
「5時間チームエンデューロ」で優勝！

全日本ロボット相撲大会全国大会に出場！

第22回全日本ロボット相撲大会の
東北大会で優勝

自転車部2010年の活動記録
大会名 種目・クラス 成績 氏名

ツール・ド・ジャパン2010第3戦ひたちなか
ステージ 兼JCRCシリーズ第5戦（6/27）

5時間チームエン
デューロ 優勝

末岡正充さん（ホームエレクトロニクス開発学科2年）、
五十嵐文貴さん（ロボット・メカトロニクス学科3年）、眞
野和輝さん（自動車システム開学工学科1年）、寺田達哉
さん（機械工学科1年）

JCRCシリーズ第6戦in群馬（7/18） X1クラス 2位 末岡正充さん
日の出町ヒルクライムミーティング オータ
ムステージ（10/10） 総合 3位 末岡正充さん

アンカー日産スタジアムサイクルパークフェ
スティバル（10/12）

2時間の部、男子ロー
ド・チームのクラス 2位 小松龍一さん（機械工学科4年）、末岡正充さん、眞野和

輝さん
セオサイクル・サイクルフェスティバル（11/28） クロスバイクの部 優勝 末岡正充さん

バイクトライアル学生連盟主催プレ学生大会
（11/28）

公式戦新人クラス
公式戦新人クラス
公式戦大学生クラス
近畿地区大会

優勝
4位
5位
優勝

安藤大貴さん（自動車システム開学工学科1年）
日野敏寛さん（機械工学科2年）
小松龍一さん
鈴木光一郎さん（機械工学科4年）

a.b.c.cup　マウンテンバイク大会(12/5) サーキットわこうど 3位 末岡正充さん

　10月23日、24日に行われた、社団法人日本航空宇宙学会が主催する「第6回日本学
生室内飛行ロボットコンテスト」において、神奈川工科大学航空研究部「DELTA」が出場
し、準優勝しました。
　全日本学生室内飛行ロボットコンテストは、空調の止められた体育館ほどの大きさの
空間の室内で飛行する航空機型ロボットによる競技です。最大飛行時間内に指定された
場所へ救援物資を運び、輸送位置の正確さ、機体の性能および操縦性を評価する項目の
完了数を競います。
　パイロットを務めた髙澤翔吾さん（機械工学科航空宇宙学専攻2年）は、「今回の機体
は、複葉機を参考に設計していきながら翼部分を三角形に変えていったという、いわゆ
る一般的な飛行機の形をしていない飛行機で、審査員の方からも宙返りができるかどう
かという声が上がったほどでしたが、規定の宙返り
3回をミス無く飛びました。次回はまた違った形の
デザインで挑戦したいです。」と機体の特徴と今後
の抱負を語ってくれました。「準優勝の結果発表の
時に、自分達の機体名が呼ばれた時は、本当に嬉し
かった。部員みんなで乾杯しました！」と航空研究部
部長をはじめ部員全員が喜びを語りました。

航空研究部が「第6回日本学生室内飛行
ロボットコンテスト」で準優勝



　誰の生活にとっても身近な家電製品。しかし、時代とともに、より便利な
もの、より高い性能が求められています。創造工学部ホームエレクトロニ
クス開発学科では、そんな生活に密着したものづくりを、社会のニーズに
合った確かな技術で実践するエンジニアを育成しています。省エネなど
時代に即した最先端技術による機能も、すべてはアナログを源流とするも
の。その仕組みを学生自身が体感して学ぶことができるのが、2年次後期
の必修科目「プロジェクト研究Ⅱ」です。その指導に熱く携わる先生方にお
話を伺いました。

こだわりを活かせるものづくり
「センサを用いたイルミネーション・
ミニチュア家電設計製作」
　ものづくりの基礎を学ぶことを目的とする同
テーマ。まずはセンサの仕組みと、モーターを動
かすための制御や計算を行うマイコンの仕組み、
プログラムの書き方について講義を受けます。
その中で、LEDを点滅させる基礎実験や回路製
作などを行い、後半にはグループで決めたイルミ
ネーションやミニチュア家電を製作。これまでに、
タッチセンサー搭載の自走型掃除機を作ったこだ
わり派の学生もいたそうです。「自分たちで企画
から行うことで、計画性も身につきますが、トラブ
ル時に実際に自分で手を動かし『どうすればよい
か？』を考えることで、より深い理解と問題解決能
力も得られます。あ
とは、ものづくりの楽
しさに気づいてくれ
れば嬉しいですね」
と三栖貴行助教は話
します。

学外に飛び出すプロジェクト
「家電情報のホームページの作成」

　前半の講義でホームページの作成方法を学ん
だ後、グループで家電情報について調査をし、実
際に調べたことをホームページで発信する同テー
マ。家電の分解実験を行い、その構造を調べる
こともありますが、他のプロジェクト研究と異なる
のは、学外に飛び出す学生がいる点です。「量販
店で写真撮影の交渉をし、責任者にインタビュー
するグループもあります」とは奥村教授。その一
方で、アンケートをインターネット上で集めるな
ど、教員が思いも寄らない調査方法を実行する
学生もいるそうです。「ネットを通して、完成品を
大勢に見てもらえるのがホームページ制作の魅
力。テーマに対して企画から発信まで携わった経
験は、将来きっ
と強みになりま
す」と奥村教授
は話しました。

回路作りに必要なセンスを磨く
「オーディオアンプの製作」

グループワークで社会人基礎力も身につける

　デジタルアンプが主流の時代にあえてアナロ
グアンプの製作を行う、このプロジェクト。「アナ
ログには、すべてのエレクトロニクスの基本があ
るからです」と説明するのは白滝順講師です。そ
の言葉を受けて、高畠信也准教授は「昔と違い、テ
レビやラジオの製作を経験したことのない学生が
多いため、アナログアンプの製作によって、回路の
構造を知ると同時にハンダ付けなどの技術も向
上させます」と引き継ぎます。既存の実験トレーナ

（装置図）を使い配線を試みても、音が出ないな
ど様々なトラブルに見舞われることも度々。「IC
をいくつも壊しますよ。それでも試行錯誤を重ね
ることで、知識
と技術だけでな
く、回路作りに
最も必要なセン
スが身につくの
です」と高畠准
教授は語します。

 体験型学習で知るものづくりの原点

「プロジェクト研究II」
創造工学部

ホームエレクトロニクス開発学科

奥村 万規子 教授

ミニチュアの家を製作し、イルミネー
ションを点滅させる

製品資料を手に、ホームページの
作成を進める相談をしながら試行錯誤を繰り返す

 　「プロジェクト研究Ⅱ」は、グループに分かれて企画・計画、製作、プレゼンテーションまで行います。テーマは「センサ
を用いたイルミネーション・ミニチュア家電設計製作」「オーディオアンプの製作」「家電情報のホームページの作成」の
３つ。学生は自分が興味あるテーマを選ぶことができます。
　「講義と実技から成る過程で、家電の構造を知り、製作技術の基礎を修得してもらうことが最大の目的ですが、グルー
プワークを課すことで、社会人基礎力も身につきます。また、互いに刺激し合い競争心も芽生えるので、どんな作品が
できてくるのか毎年楽しみです」と語るのは、主査を務める奥村万規子教授です。「プロジェクト研究Ⅱ」と並列上にあ
る、他の体験型授業を受講済みの学生がリーダーシップをとる姿も見られ、一連のカリキュラムが有効に機能している
こともわかります。
　最後には3テーマの学生が一堂に会し、グループごとに作った作品についてプレゼンテーションを行います。その評
価は、下級生や他学科の学生、教員など列席者全員のアンケートによって下されます。「大勢を前に発表することは、と
ても緊張を伴うものですが、この経験が就職活動や就職先でも必ず活きてきます」と奥村教授は技術習得以外にも期
待を寄せます。

LEDを点滅させる実験 回路作りに最も必要なセンスを身につける
家電の構造を調べるための分解実験
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"バランスのとれた食生活"という観点から、多品目の食材を使った食事が推
奨されています。私たちは各食材に含まれている成分を最新の分析機器を
使った一斉網羅的分析によって、食品成分のバラエティから各食品の栄養・
機能的特徴を捉えようとする新しい食品分析法の確立を目指しています。

　健康な生活を維持する上で、食事の"質"は、大きな役割を果たします。特に近年は、多品目の食材による食
事が、生活を豊かにし健康によいとされています。食品には非常に多くの有機化合物からなる食品成分が含
まれています。生命活動に欠かせない成分のほか、おいしさに関与する成分、健康によいとされる成分など
その数は莫大です。特に、分子量が2000くらいまでの低分子食品成分は、野菜・果物などの植物性食材で
は、品目によって成分組成が大きく異なります。しかし、今までそのほとんどの成分情報が不明で、どの食材
に何種類の成分が含まれているのかは見積もりさえも不可能でした。
　私たちは、"食品が多種多様な成分からなる"という食品の成分複雑性から直接的に食品を評価しようとす
る新しい食品分析法を提案しています（図1）。本研究タイトルにあるメタボロミクスとは「代謝物を網羅的に
分析する」という研究用語で、代謝物とは、食材でいえば食品成分に該当します。液体クロマトグラフィという
成分分離装置と最新の精密質量分析（各成分の精密分子量を測定する機器）を用いて、検出可能な成分すべ
ての情報を拾い上げます。次にインフォマティクス（情報学）技術を用いて、どの食材に何種類くらいの成分
が検出できるのか、どの食材とどの食材が同じ成分を含むのかといった情報を抽出します。そしてデータベ
ース検索などにより、成分構造情報を収集しています。例えばトマトでは約800種の成分、ホウレンソウでは
500種の成分の存在を見出しました。
特にトマトでは果実が赤くなるにつれ
て、これらの成分が変動することが分
かりました（図2）。また全ての野菜で
共通に含まれる成分はごくわずかであ
り、予想以上に食品成分の構造が多様
であることが分かりました。健康に役
立つとされるフラボノイドは、他の野菜
類に比べホウレンソウやダイコンの葉
に非常に多様に存在していました。　
　このような食品成分情報を網羅的
に抽出しようとする試みは新規性が高
く、すでに食品関係の学会・シンポジウ
ムなどで取り上げられています。この
網羅的な成分データによる食品成分
情報の基盤の確立は、いずれ食事自体
の新しい評価法に役立つと考えていま
す。本研究は千葉県の㈶かずさDNA
研究所との共同研究で行い、平成22
年度科学技術費補助金・若手研究とし
て採用されています。

食
品
の„
組
成
成
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性
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し
た

メ
タ
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ロ
ミ
ク
ス
に
よ
る
新
し
い
食
品
成
分
分
析
の
確
立

応用バイオ科学部
栄養生命科学科

准教授
飯島 陽子

食品成分のバラエティから食品の特徴を推し量る

図１．本研究の概念図

図２．トマト果実で見出した869成分の果実成熟中の変動
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機械工学科
FACULTY OF ENGINEERING MECHANICAL ENGINEERING

　9月19日 か ら22日、台 湾 台 北 市 で 開 催 さ れ た「International 
Symposium on Advances in Abrasive Technology（ISAAT2010）」
という国際会議において、私は研究発表を行いました。この国際会議は、先
端砥粒加工技術に関する国際的なシンポジウムとして、多くの研究者の交
流の場となっています。9月18日から19日にかけて、台湾に台風が上陸し
ており、航空機が着陸できずに参加が遅れてしまった研究者の方もいました
が、国際会議は無事に開催されました。
　私が発表した論文の題目は、「Machining Force and Modes for Si 
Wafer machining with Rotational Tool」です。私の発表は口頭発表
形式で、英語での発表でした。発表開始直後は、緊張のあまり口がうまく回
りませんでした。しかし時間が経つにつれ緊張が解け、最後の質疑応答の際
には、笑顔で対応することができました。国際会議では、学術講演を行うセッ
ションの他にも、様々なイベントが用意されていました。私は、9月21日の
午後に開催された台湾大学Lab.Tourと、その後の晩餐会に参加しました。
Lab.Tourでは、現地の学生に説明をしてもらいながら研究室を見て回りま
した。晩餐会では、発表者
の皆さんと卓を囲み、演舞
などを観賞しながら、有意
義に交流を深めることがで
きました。今回、国際会議に
参加したことで、今後の研
究課題を発見することがで
き、また外国語を修得する
必要性を再確認することが
できました。

　機械工学科では、3年後期に技術者として巣立つ準備のため、「工場見学」や「機械工学特別
講義」を開講しています。機械技術者は多少の違いはあっても「ものを作る」ことに関連した仕
事に従事することになります。入学したときから3年前期までは、ほとんど座学の勉強に終始し
ています。「ものつくり」は、1年次の機械工学プロジェクトや航空宇宙実験プロジェクトで多少
関わるものの、実際に工業製品がどのようにして製造されているのか見たこともないでしょう。
例えば、発電用タービンの軸の太さやローターの大きさを目の当たりにすると、加工精度や重
量物を精度良く組み立てる問題、ブレード先端の速度や遠心力の大きさ等に思いが行くことに
なります。写真を見ただけではこのような連想は生じないでしょう。まさに、百聞は一見に如か
ず。また、各技術分野が抱える技術的問題や技術動向について、会社でプロジェクトリーダーと
して、あるいはその上の立場におられる技術者にお出でいただき、講義をしていただいていま
す。これらを実現している授業科目は、「工場見学」と「機械工学特別講義」です。ここ数年、これ
らの科目の履修者が少なくなってきています。自分がどのような分野の技術者を目指すのか、
そのためには今後どのような勉強が必要なのかを考えるヒントを与える科目です。学生の皆さ
んには、これらの科目をぜひ有効利用して欲しいと思っています。
� （文責：機械工学科教授／三澤章博）

技術者として巣立つ準備を

「国際会議に参加して」
大学院博士前期課程2年　防村伸正

　後期ガイダンスが行われた9月10日、機械工学科では恒例となっている技術士制度説
明会をグローバルエンジニアコース（JABEEコース）の2年生に対して開催しました。今年
度は新たな試みとして、機械工学科のほかに、本学でJABEE認定教育プログラムを実施し
ている電気電子情報工学科、応用化学科の3学科合同の形で初めて行われました。機械工
学科からは27名、3学科合わせて約100名の学生が参加しました。説明は、修習技術者支
援実行委員会の小林委員長と高橋副委員長により、事例を挙げながら「社会で必要とされ
る技術者とは」、「技術士とは」、「修習技術者（Jコース）から技術士への流れ」などの内容に
ついて、約1時間30分にわたって行われました。アンケートによれば、テクニシャン（スキル
ベースの技能者）とエンジニア（知識応用力をベースにする技術者）の違いを知ったことが
印象に残ったようでした。いずれにしても、本講演を通して、JABEEコースの意義を知り、
技術士という資格に対して関心を持つ学生が多くなっていくことを期待したいと思います。
� （文責：機械工学科教授／鳴海明）

技術士制度説明会開催の報告

 ものつくりの準備に必要な
「3D-CAD」の授業

　機械工学科2年生後期（Jコース選択科目、Sコース必修科目）の授業であ
る「3D-CAD」では、各企業でも使用されている、3次元CADの基礎的な操
作や機能を学びます。
　Pro／ENGINEER-Wildfireを用いて、エンジン部品の作成とアッセンブ
リを行った後、CAE機能を用いた静応力解析を行います。3年次の「創造設
計Ⅰ、Ⅱ」や「機械設計製図」においても役立つ科目です。
　自分でデザインした部品が立体的に表現できること、さらに、部品をアッセ
ンブルして動画化することで、部品同士の干渉を確認できるなど、機械工学
科の学生にとって、興味のある楽しい授業となっています。
� （文責：機械工学科准教授／山岸陽一）

航空宇宙学専攻2年次
夏季集中講義
開講
　2010年夏、航空宇宙学専攻では夏季集中講
義 “Private Pilot Ground School”と“Aviation 
Fundamental and English” が開講されまし
た。これは自家用パイロットのライセンス取得のための学科試験の準備講義であり、留学先のア
メリカシアトルにあるグリーンリバーコミュニティーカレッジから来日した教員（ジョージ先生）が
講義しました。講義は機体構造、飛行力学、操縦法、気象学、通信、航空法規、航空生理学、飛行計
画作成法など多くの内容に及びます。一つひとつ基礎から応用まで事例をまじえて講義が進み
ます。また、シミュレータを使ったフライト実習では、ストール（失速）からの危険回避などフライ
トシミュレータだからこそ出来る訓練も実施されました。講義内容のすべてが航空機の運行操
縦に必要な知識ですが、パイロットはもちろん航空技術者を目指す学生にとっても非常に重要な
内容です。さらに英語での講義と指導によって英語力のレベルアップが図れることから、航空宇
宙学専攻2年生のほぼ全員が受講しました。そして、ジョージ先生のフレンドリーにも熱心な授業
に3週間の集中講義
を長く感じることは
ありませんでした。3
月、多くの学生が渡米
し、ファーストフライ
トで大空を翔ること
でしょう。
�（文責：機械工学科助教

／水野敏広）

3D-CADでエンジン部品（コネクティン
グロッド）の作成風景

グリーンリバーコミュニティーカレッジ（米シアト
ル）から来日したジョージ先生の講義

フライトシミュレータを
使ったフライト実習

航空宇宙学専攻2年生の夏季集中講義

国際会議ISAAT2010（台湾）にて発表する防村伸正さん
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電気電子情報工学科
FACULTY OF ENGINEERING ELECTRICAL AND ELECTRONIC ENGINEERING

　2008年度から設置された電気工事・施工管理エキスパートコース（ECコース）には24名の2年生
が進みました。このコースは第二種電気工事士の資格取得が必修となっており、1年次の3月末に、電
気設備関係の企業の専門家数名に講師をお願いして、学科（3日間）と技能（2日間）の研修を行ってい
ます。ホームエレクトロニクス開発学科の学生を含めて29名の学生が受講しました。さらに、学科試験
に合格した学生に対して、技能試験本番の1週間前の2日間、技能特訓を行っています。その他、技能実
習を行うことができる設備が整っており、学生は都合がよいときに利用できます。今年度は第二種電気
工事士の技能試験を13名が受験し、10名が合格しました（2年生5名、3年生5名）。第一種電気工事
士試験では2年生1名が技能試験に合格し、3名（2年生1名、3年生2名）が学科試験に合格しました。
この3名は12月の技能試験に向けて技能実習を行います。� （文責：電気電子情報工学科教授／下川博文）

　電気電子情報工学科4年生の會野元さんが、10月9日に幕張メッセで
行われた全日本ロボット相撲大会関東大会の自立型の部で、見事、優勝し
ました。日頃の卒業研究だけでなく、9月まで大学院入試のための勉強も
しながらという非常に忙しい中、時間をやりくりして、制御プログラムの開
発・改良に取り組んでいました。
　12月19日に両国・国技館で
行われる全国大会でも、横綱目
指して優勝できるよう応援して
います。
�（文責:電気電子情報工学科准教授／
中津原克己）

　電気電子情報工学科小室研究室と瑞慶覧研究室では、卒研生を
中心に8月27日に富士電機システムズ株式会社（東京都日野市）
が主催する地域貢献活動「富士電機コミュニティーフェスティバル
2010」に協力しました。このフェスティバルには、地域住民の方など
約4千人が来場し、同研究室では子供向けの科学教室を行いました。
科学教室では、「過冷却ジュース」、「ビーチパラソル集音器」、「パラボ
ラビー玉落としゲーム」の3つのテーマについて、小学生以下のたく
さんの子供たちに体験してもらいました。「過冷却ジュース」では、過
冷却状態にした各種ジュースを提供し、衝撃を与えることによって、手
の中でみるみるジュースが凍っていく様子に子供たちの目はくぎ付け
になっていました。子供たちは皆「なんで？なんで？」と卒研生に質問
をしており、自然現象の不思議さを体験できたようでした。ただ、子供
たちよりも、その隣のお母さんの方がびっくりしているようにも見えま
した。� （文責：電気電子情報工学科准教授／瑞慶覧章朝）

　今年度で第6回目となる「マイコン回路デザインコンテスト2010」が本学で行われました。このコン
テストは、高校生の電気電子工学分野への興味を引き立たせ、ものづくりの楽しさを広める目的として、
PICマイコンを用いたオリジナル回路の製作披露・発表を行うコンテストです。大会は、「基礎的なマイ
コン回路製作であるビギナーズクラス（9月26日実施）」と「“斬新なアイデアにトライ！”を提案した応用
回路のエキスパートクラス（10月16日実施）」の2クラスを開催しました。ビギナーズクラスは、オープ
ンキャンパスでの体験教室を利用し、さらに発展させた参加方式で、誰もが気軽に参加出できるクラス
です。エキスパートクラスは、テーマに沿ってオリジナル作品を製作するクラスです。参加チームは、高
校生1名から5名程度と顧問の先生で構成されています。
　今年度はビギナーズクラスに3チームのエントリーがありました。約10分程度のプレゼンテーション
を行い、総合的に審査結果を決定しました。エキスパートク
ラスでは、8チームのエントリーがあり、各チームが回路製作
の目的・特長などを説明し、持参した回路のデモンストレー
ションを行いました。高校1年生は特にマイコン回路製作、大
会でのプレゼンテーションが初めてという方が多く、緊張した
様子で発表していたのが印象的でした。審査委員は、マイク
ロチップ・テクノロジー・ジャパン、CQ出版株式会社「トランジ
スタ技術」編集部、工学専門雑誌ライター、フィットデザイン、
NTT東日本神奈川支店、本学教員によって行われました。ビ
ギナーズクラスで発表後、さらに発展させたてエキスパート
で発表した作品もあり、また、エキスパートクラスに絞って応
用回路を作成したところも多く、本年度は回路の不具合が見
られず例年より完成度の高い作品が多く見られました。この
コンテストを通して、電気電子工学分野への興味、動機付け
として良い大会になったと思います。
� （文責：電気電子情報工学科助教／工藤嗣友）

第43回照明学会全国大会にて

優秀ポスター発表者賞受賞！

大学院生の活躍 博士前期課程1年 比嘉 司さん

照明学会全国大会にて優秀ポ
スター発表者賞を受賞した比
嘉司さん

小室研究室と瑞慶覧研究室が開催した
科学教室。参加した親子の皆さんは自
然現象の不思議さに驚いていました。

4年生 會野 元さん
全日本ロボット相撲
関東大会優勝!

地域貢献活動に参加
子供向け科学教室を開催高校生対象

マイコン回路デザインコンテスト2010を開催

電気工事士試験合格!!

　9月7、8日に大阪市立大学で開催された照明学会主催の「2010年度第43回照明学会全国大
会」で、大学院生の比嘉司さん（電気電子工学専攻博士前期課程1年荒井・後藤研究室所属）が、研
究題目「バックスパッタによる微細針状ダイヤモンド電極の表面形状と二次電子放出特性」につい
て発表し、優秀ポスター発表者賞を受賞しました。
　受賞にあたり比嘉さんは「研究内容を聴いている方々に理解してもらえるよう、発表資料に工夫
をこらして発表にのぞみました。本研究をご指導頂いている、荒井教授、後藤講師、当研究室の皆様
に感謝いたします。この賞をいただくことができたことを光栄に思い、今後の研究活動に励んでい
きたいと思います。」

■優秀ポスター発表者賞受賞題目：
「バックスパッタによる微細針状ダイヤモンド電極の表面形状と
二次電子放出特性」
　ダイヤモンドは高効率冷陰極材料、低環境負荷な材料として高いポテン
シャルを有しており、我々研究室では液晶バックライト用ダイヤモンド電極
の実現を目指しています。本研究では、バックスパッタリングを用いることで
ダイヤモンド表面形状を粗くすることができ、高効率電極としての可能性を
得ることが出来ました。

　板子研究室4年生の鳥居剛史さんが、11月5日に行われた「平成
22年度日本太陽エネルギー学会・日本風力エネルギー学会合同研
究発表会」において研究発表を行いました。鳥居さんは今回の発表に
ついて「学部生として学会に出席させていただくという、とても貴重
な機会でした。発表では他大学の先生や企業の方々の前でプレゼン
を行いましたが、社会人になる一
つのステップを経験させていただ
きました。」と感想を語ってくれま
した。
■論文題目
太陽光発電のためのI-V特性ス
キャン型MPPT制御における検
出時間制御

4年生 鳥居 剛史さん
学部生が学会発表
で活躍

日本太陽エネルギー学会・日本風力エネルギー
学会合同研究発表会で発表した鳥居剛史さん

全国大会出場が決まった會野元さん（中央）とチームメンバー



応用化学科
FACULTY OF ENGINEERING APPLIED CHEMISTRY

　応用化学科では環境問題の解決に向けていくつもの研究を行っており、国のプロジェクト
への参加や民間企業との共同研究を通して皆様の役に立つよう常に努力しています。その
中でも地球温暖化問題への注目は高く、今回、応用化学科の1つの研究が実用化に向けて
進み出しました。
　現在、天然ガスを燃焼させて、ボイラや工業炉、火力発電に利用していますが、排気ガス
からの二酸化炭素の分離・回収が課題になっています。さらに従来の方法では窒素酸化物
も発生してしまう欠点があります。今回の次世代燃焼システムは、使い捨てカイロの原理を
使っています。鉄が空気で酸化されるときに出る熱を発電などに利用しますが、熱を出した
後の酸化鉄を別の場所で天然ガスによって元の鉄に戻します。元に戻す際に発生する二酸
化炭素は簡単に取り出せます。このようにすると炎も出ませんので窒素酸化物も出ません。
　この新しい燃焼システム「ケミカルループ燃焼」は応用化学科の石田愈客員教授が世界
で初めて提唱し、現在、大庭武泰准教授によって研究が進められています。このたび、東京ガ
ス㈱がこの「ケミカルループ燃焼」の実用化に向けた開発に着手することになりました。東
京ガス㈱によれば、2020年の実用化を目指すそうです。この研究開発の取り組みの記事
は、日刊工業新聞、日経産業新聞、フジサンケイビジネスアイに大きく掲載されました。

次世代燃焼システムについて
東京ガス㈱との研究を
始めました
～ケミカルループ燃焼～

学生の学会発表報告
　三枝研究室4年生の佐々木大輔さん、冨髙圭祐さん、安田祐貴さんの3名が、9月25
日に岩手大学工学部にて行われた「日本化学会東北支部化学系学協会東北大会」におい
て、ポスター発表を行いました。3名を代表して、安田さんは「一生懸命に努力して得た
成果を多くの学会参加者に聞いてもらえて幸せです。この経験を今後の社会人としての
生活の糧として頑張って行くつもりです。」と感想を述べました。

　9月15日から17日にかけて、卒業研究中間発表会が開催されました。各自研究
内容を1枚のポスターに
まとめて発表、少なくと
も4名の教員と質疑応答
を行うというポスター形
式で行われました。活発
な議論が行われ、白熱し
て発表時間をオーバーす
るものもありました。教
員による評価を総合した
結果、次の学生の皆さん
に優秀発表賞が授与され
ました。

＜卒業研究中間発表会の
優秀発表賞＞
佐々木大輔さん、安田祐貴さん、浅子雅
俊さん、上甲大貴さん（以上、三枝研究
室）、高橋成規さん、服部泰明さん（以上、
小島研究室）、浅川和樹さん、米山翼さん

（以上、斎藤研究室）、田中美香子さん、
渡邉一生さん（以上、髙村研究室）、千野
貴弘さん（以上、大庭研究室）

＜研究テーマ＞
佐々木大輔さん

「テルピリジンの金属錯体を主鎖または側鎖に有する発光性ポリイミドの合成」
冨髙圭祐さん

「酸化鉄/ヒドロキシアパタイト/ポリ乳酸複合体の作成」
安田祐貴さん

「カルボキシル基を有するポリイミドフィルム上へのヒドロキシアパタイトの形成」

卒業研究中間発表会が
開催されました

伊熊学科長より表彰される田中美香子さん

優秀発表賞受賞者と
伊熊学科長の記念撮影

　応用化学科の卒業生、緒方博さんはOKI（沖電気工業株式会社）に勤務さ
れ、OKIグループ統合環境マネジメントシステムの統括管理責任者として、ま
た、製品含有化学物質管理に関する運用ルールの構築や情報システム開発
／運用責任者として幅広く活躍されています。現在、製造業の業務に役立つ
コラムの一つ「環境経営論」を連載中です。応用化学科の皆さん、ぜひご覧く
ださい。次のホームページからご覧いただけます。

生産管理・販売管理・原価管理パッケージのMCFrame（エムシーフレーム）
『業務に役立つコラム「環境経営論」』
http://www.mcframe.com/column/environment/

卒業生の活躍
製造業関連の業界サイトで
コラム「環境経営論」連載中
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自動車システム開発工学科
FACULTY OF CREATIVE ENGINEERING VEHICLE SYSTEM ENGINEERING

院生の活躍 ～海外学会発表～

海外論文発表を
経験して
　9月25日、欧州風情あふれるドイツのミュンヘンを訪れた。当時の日本の猛暑とは対照的に、小雨
が降る肌寒い気候が北海道よりも高い緯度にいることを私に教えてくれた。
　今回の滞在の目的は28日から開催されるSETC（Small Engine Technology Conference）
に参加することである。国際空港のあるミュンヘンとSETCの開催地オーストリアのリンツに合わ

せて1週間ほど滞在した。ミュンヘンは
南ドイツ最大の都市で、「オクトーバー
フェスト」に代表されるビールの都市で
あるとともに、世界有数の自動車メー
カーBMW本社がある産業都市でもあ
る。そんなミュンヘンには世界最高峰
の博物館、ドイツミュージアムがあり、
26日早朝より市内を散策しながら博物
館見学に向かった。ホテルからは、仕掛
け時計で有名なマリエン広場を抜けて
20分ほどの距離である。館内では、ほ
ぼ東京ドームと同様の広さと言われる
実に広い展示スペースに、航空機や船
舶、様々な機関が所狭しと並べられてお
り、童心に帰ったように夢中になって見
学した。その後はちょうど開催されてい
たオクトーバーフェストを覘いて、翌日
はBMWミュージアムを見学し、いよい
よ東に200kmほど離れたリンツへと向
かった。

　本学科では静岡県の出身者は神奈川県につづく東京都と同じくらいの在籍者数で
す。その静岡県の高校と連携を深めるため、静岡県高校生エコラン大会の支援として、
技術講座や研修会、小学生燃料電池教室イベントなどを開催してきました。今年度はさ
らに、4月に誕生した伊豆総合高等学校の文化祭において、超小型電気自動車に関する
研究紹介と簡易ドライビングシミュレータの展示を行いました。
　模擬店のならぶメインストリートに、研究用の超小型電気自動車の展示テントと試走
スペースが設けられ、新築の校舎2階には、エコランの部活動を紹介する教室のとなり
にドライビングシミュレータと本学の紹介のための教室を用意していただきました。電
気自動車を用いてドライバーの特性と車両運動の関係を研究している2名の4年生が、

車両と研究内容をわかり
やすく解説し、高校生や
保護者だけでなく、文化
祭に訪れた地元の人々か
らも興味深く見ていただ
き、試乗とあわせて大変
好評でした。また、教室内
ではオートバイ型の簡易
ドライビングシミュレー
タの研究紹介には、試乗

　SETCはSAE（Society of Automotive Engineers）及 びJ-SAE
（自動車技術会）共催の小型エンジン技術国際会議であり、汎用機から
オートバイ、スノーモービルにボートと様々な用途のエンジンについての
技術発表が行われる。私が今回発表した論文の内容はFormula SAE 
competitionへの参加車両に搭載するための、パワートレイン開発につ
いてである。過去に2度米国でF-SAEに参加し、パワートレインについて
審査員へ英語で説明を行ったことはあるが、今回のように論文発表という
形で壇上で話すのは初めての経験で、発表時間も大幅に長い今回は大変
なプレッシャーであった。しかし幸い担当教員の石濱教授の御指導のもと
事前の準備もできており、また発表が最終日ということもあり、雰囲気に
も慣れていたので慌てることなく発
表できたと思う。ただ質疑では思った
ことを上手く伝えることができなかっ
たり、食事会などの交流の場でも、あ
まりコミュニケーションをとることが
できなかったりと、やはり英会話能力
の向上が今後の課題だ。

　今回国際会議に参加できたことは、英語での発表はもちろん、会期中の
イベントでの交流なども含め大変貴重な経験となった。様々な国のエンジ
ニア発表を通して自分の視野を広げることができた事も今回とても大き
な収穫であったと思う。

欧州見聞録

SETC論文発表

海外論文発表を終えて

南ドイツ最大の都市ミュンヘンのオクトーバーフェスト

SETCでの発表証明書をgeneral committee 
chairから授与

論文発表を終えて、交流会が行われたディナークルーズ

大学院博士前期課程１年
秋月 信也

静岡県立伊豆総合高等学校の文化祭へ出展
希望の行列ができるほどでした。
　首都圏に隣接しているとはいえ、身近なところに工科系の大学がない伊豆周辺にお
いて、高校生の工学分野、大学進学に関するモチベーションをあげたいという高校側の
要望があり、高校の文化祭における初めての大学の研究展示が実現しましたが、多くの
方々に研究活動の一端を紹介することができた有意義な一日となりました。
� （文責：自動車システム開学工学科助教／狩野芳郎）

マリエン広場の仕掛け時計
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ロボット・メカトロニクス学科
FACULTY OF CREATIVE ENGINEERING ROBOTICS AND MECHATRONICS

ロボット競技会で大活躍！！
～相撲ロボット技術研究会所属の2年生たち～

　本学の相撲ロボット技術研究会に所属するロボット・メカトロニクス学科の2年生の皆さん
が、8月29日に行われた「第22回全日本ロボット相撲大会・東北大会」（秋田県横手市）と10
月9日に行われた「第22回全日本ロボット相撲大会・関東大会」（千葉県	幕張メッセ）で活躍、
両大会で優勝しました。この全日本ロボット相撲大会は1989年（平成元年）に始まり22年
の歴史を有するロボット競技会の一つです。相撲ロボット技術研究会の皆さんは、目標を高く
持ち、チームワークを構築しながら弛まぬ努力で好成績を収めました。チーム代表の桑江哲
也さんに相撲ロボット技術研究会結成とロ
ボット相撲地区大会優勝に至る経緯を紹介
してもらいました。
� （文責：ロボット・メカトロニクス学科教授／磯村恒）

　全国大会で通用するロボットを作るためには、製作や実験などにかかる費用が必要になる
ため、その資金を支援していただくために、「夢の実現プロジェクト」を通して相撲ロボット技
術研究会を結成しました。
　地区大会でラジコン型、自立型それぞれが優勝することができたのは、個人でロボット製作
をしていたのがチームとして結成したことにあると思います。なぜなら、個人のロボットには、
ロボット本体、駆動回路または、プログラムのどれかに必ず欠点があるからです。そして、それ
を解決したのが、私たちのロボットです。完璧だとは言えませんが、私たちのチームでは、ロ
ボットの構造に詳しい人、回路に詳しい人にそれぞれ分かれて担当しました。それぞれの欠点
を克服したということです。
　結成から地区大会までの活動の中で嬉しかったのは、ラジコン型はもちろんのこと、自立型
でも優勝できたことが最も嬉しかったです。ラジコン型では、操作する人の技術によって左右
されますが、自立型にはロボット本体、駆動回路、プログラム等のチーム全員の知識が詰まっ
ているからです。
　全国大会には自立型2機、ラジコン型1機の合計
3機が出場しました。ラジコン型では予選トーナメン
トのグループ決勝戦まで勝ち進んでいったものの、
惜しくも敗退し、残念ながら決勝戦進出とはなりま
せんでしたが、この1年間で得たチーム力や技術力
をこの後の活動に活かし、2011年は全国優勝をめ
ざしていきたいと思います。応援してくださった先
生方、大学関係者の皆様、メンバー一同心より感謝
申し上げます。

相撲ロボット技術研究会の取り組み
～それぞれの欠点を克服したチーム力～

ロボット・メカトロニクス学科2年　桑江哲也

　9月11日に中国・江蘇大学において第6回中日メカトロニクス会議
（CJCM2010）が開催されました。この会議は、2004年に信州大学
繊維学部と蘇州大学機電工程学院の間で、学生と研究者のメカトロニク
ス研究の交流を目的としてはじめられたものです。その後、2005年に信
州大学で第2回が催された際に本学科の教員数名が参加しました。そし
て、2006年の福州（中国）、2007年の蘇州（中国）の開催に引き続き、
2008年は西原主計教授（現	名誉教授）を実行委員長として本学で行わ
れました。本会議は年々参加者が増え、今回中国側から370件、日本側
から30件、併せて400件近い発表がありました。すべてポスター発表形
式のため、会場は熱心に質問・議論する人々で溢れていました。発表内容
は、材料などのメカトロニクスの要素技術から制御、ロボットなどのシステ
ムまで多岐に渡り、中国でロボット研究が盛んになっている様子が伺えま
した。本学からは、西原名誉教授、吉留准教授、大瀧准教授、河原崎およ
び三五隆太郎さん（大学院ロボット・メカトロニクスシステム専攻1年、吉
野研究室所属）が参加しました。三五さんはレゴブロックを使用した研究
についての発表でしたが、多くの人々から質問を受け、持ち込んだパソコ
ンで熱心に説明していました。
　9月は中国では新入学の時期であり、会場の江蘇大学も新入生で溢れ
ており、学内は新入生を勧誘するクラブ活動のテントが並び、日本の新入
学時期と変わらぬ風景でした。また、懇親会
では、大変和やかな雰囲気で両国研究者の交
流を深めることができました。次回の第7回
中日メカトロニクス会議は、2年後の2012
年に日本国内で行われる予定です。
�（文責：ロボット・メカトロニクス学科教授／河原崎徳之）

第6回 中日メカトロニクス
（CJCM2010）会議報告

骨梁面積率（骨密度）の
横断的なデータのご紹介
　現在のロボット・メカトロニクス学科の前身である福祉システム工学科の
2000年開設時より、当学科の松尾研究室、高橋研究室、渡邉研究室では、さ
まざまな場面で数多くの方々の骨密度（踵の骨）を計測してきました。当学科
の実習における身体組成計測や、幾徳祭やオープンキャンパスにおける研究
室公開での計測、厚木市・横浜市・川崎市・小田原市・清川村などでの介護予
防教室等における計測、厚木市とその周辺の民生委員などの来学見学時の計
測などで、計1,600名余の横断的なデータを約10年間で蓄積することがで
きました。
　横断的変化の特徴を男女別にみると、男性では20歳代から30歳代、女性
では40歳代から50歳代にかけて骨密度が大きく減少していることが分かり
ます。また女性では、加齢とともに減少していることが分かります。しかしなが
ら、この変化はあくまでも横断的なものであるため、自身の今後の変化を予測
するものではありません。
　ご存知の通り、骨がもろい骨粗鬆症ではより骨折を起こしやすく、特に高齢
者の転倒による骨折（大腿骨など）は寝たきりの最も大きな原因とされていま
す。若いうちに骨を強くしておくことと、加齢による骨密度の低下をできるだ
け抑えることが、より長く健康的な生活を送る一つの秘訣です。我々の学科で
は、今後も継続してイベント等で計測を実施します。どこかで自身の食生活や
運動について、見直してみてはいかがでしょうか。
� （文責：ロボット・メカトロニクス学科助教／渡邉紳一）

ディスカッション
「福祉用具・福祉機器供給をめぐる現状と課題」

　ロボット・メカトロニクス学科（前	福祉システム工学科）は、高齢者・障害者に役立つものづくりや
その提供、活用に関わる人材を送り出して8年目となりました。そこで、学園祭のホームカミング・デ
イにて、福祉用具・福祉機器の分野で働いている卒業生を一堂に会して、本音トークを行いました。
多分野からみた福祉用具・福祉機器の
供給に潜む問題、競争相手企業でもあ
る人たちが「ユーザー中心」であるべき
だが、経営的感覚も持たなければならな
い点に悩んでいることも明らかとなり、
同じ仲間としての情報交換の重要性を
認識しました。現場に飛び出した若手技
術者、営業職、リハ専門職、福祉系ワー
カーたちは、制度的枠組みはあるものの
信念をもって働いていることを知り、大
学はその力をさらに発揮できるようフォ
ローしていく必要性を感じました。
�（文責：ロボット・メカトロニクス学科教授／小川喜道）

「福祉用具・福祉機器供給をめぐる現状と課題」をテーマにしたディスカッション

自立型・関東大会優勝の賞状、ラジコン型・東北大会優勝の賞状と全国大会出場票

ディスカッション終了後、小川研究室でフリートーク 骨密度測定の様子

ラジコン型「神奈川工科大学　L（リキッド）」の予選
トーナメント決勝戦

　会議では発表論文の中から毎回数件のベストペーパーが選ばれ表彰されま
すが、元本学科非常勤講師の浅川貴史先生（現	近畿大学工業高等専門学校
教諭）、西原主計名誉教授および河原崎教授の論文“A Music Baton for an 
Assistance of Visual Handicapped Persons”も選定されました。

西原名誉教授、河原崎教授の論文が

「発表論文ベストペーパー」に選定
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ホームエレクトロニクス開発学科
FACULTY OF CREATIVE ENGINEERING HOME ELECTRONICS

　ホームエレクトロニクス開発学科の設立以来、企業と連
携して、学生の資格取得を支援しています。今年度も株式
会社ロプが開発したe-learning教材を活用し、9名の学
生が、生活またはAV家電アドバイザーの資格を取りまし
た。また、東光電気工事株式会社と連携し、電気電子情報
工学科と一緒に、電気工事士資格に関する講座を開講しま
した。第二種電気工事士には4名の学生が資格を取りまし
た。その他に、2名の学生がMCASワード（Word）2007
資格試験に合格しました。
　現在3年生の資格取得率は5割に達しています。今後、
学科としてより多くの学生が資格を取れるようにサポート
していきたいと思っています。
� （文責：ホームエレクトロニクス開発学科教授／黄�啓新）

　ホームエレクトロニクス開発学科では、家
電関連企業と連携した実践的な学習が低
学年時より開講され、多くの学生が企業見
学、プロジェクト学習などの形態でその魅力
を体感しております。今年度実践プロジェク
トでは、2年生と3年生がチームを構成し、
企業からの課題に取り組み、単に知識やス
キルアップだけではなく、協調性やコミュニ
ケーション力といった社会人基礎力につな
がる能力を実践的に身につけ、磨くことがで
きたと思います。
　また、8月の夏期休暇を中心に行われた、
企業における就業体験“インターンシップ”
には3年生14名が各企業にて実習を行い、
貴重な体験を積むことができました。ホー
ムエレクトロニクス開発学科では、今後も家
電製品を切り口として電気電子技術を中心
とした工学基礎学習とあわせ、社会人基礎
力の育成を大切にし、企業連携学習などの
新しいスタイルの教育を展開していきます。
�（文責：ホームエレクトロニクス開発学科教授／金井徳兼）

　ホームエレクトロニクス開発学科の特徴の一つである企業連携学習は今年度2年目に入りました。企業連携学
習は、企業側から実践的な課題を提示していただいて、2年生、3年生の学生が半年かけてその課題の検討を進め
ていきます。現在10社以上の企業から協力をいただき、家電製品の特性評価、未来家電の開発など、幅広いテー
マが設定されています。そのため、今年度は、学園のご支援を頂いて、企
業連携プロジェクト室を整備しました。現在、おもに生活家電である洗濯
機、ジャー炊飯器やIHクッキングヒーター、浴室用冷暖房機器の基本性
能を評価するための計測機器、センサー類やパワーメーターが置いてあ
ります。学生たちはこのスペースを活用し、実験しながら、さまざまな実
践的テーマに挑戦しています。また、定期的に企業の技術者が来学し、教
員と学生と一緒に家電技術に関する勉強会も行います。将来、企業連携
プロジェクト室を拠点に、本学科の学生発オリジナルなKAIT家電の誕生
も期待できます。� （文責：ホームエレクトロニクス開発学科教授／黄�啓新）

　ホームエレクトロニクス開発学科とロボット・メカトロニクス開発学科が運営する高
校生向けロボットコンテスト“電子ロボと遊ぶアイデアコンテスト”。このコンテストは、
ワールドロボットオリンピアード（WRO）日本大会の神奈川地区公認予選会として位
置づけられています。毎年本学のコンテストの上位入賞チームが日本決勝大会に駒
をすすめ、世界大会にて活躍しています。今年度、ホームエレクトロニクス開発学科の
学生有志は、日本大会運営本部からの依頼を受けて9月11日に、Bunb東京文化セン
ターで開催の「WRO-JAPAN 2010 決勝大会」の運営に協力しました。協力学生
は、大会前日の会場設営や大会当日の競技審判、記録などの作業を社会人実行委員
会メンバーとともに作業を進めました。日頃から、企業技術者との交流があるためか、
初対面の社会人実行委員会と協調体制を取り、コミュニケーション力を活かして大会
を押し進め、関係者との交流も
押し進めたようでした。
　このボランティア活動は、本
学科の学生の積極さやコミュ
ニケーションの良さが随所にみ
られ、頼もしく感じられる学科
の特色を発揮できた一日でし
た。
�（文責：ホームエレクトロニクス開発学科
教授／金井徳兼）

今年度も多くの学生が資格取得

　見学当日は小雨が降っており、「遅刻者
が続出するのでは」という考えが頭をよ
ぎりました。そのような思いとは裏腹に、
大きな問題も無く1年生たちは集合して
くれました。おかげで気分は「晴天」とな
りました。
　家電最大の見本市である「CEATEC 
JAPAN 2010」が10月5日から9日に
幕張メッセで開催されました。1年生は

最終日である10月9日にCEATECの見学を行いました。来場者総数は、181,417人
（前回は150,302人）と18万人を超える来場者が訪れたそうです（参考	CEATEC
ホームページ）。日本の技術大国としての地位が危ぶまれる昨今ですが、このようなイ
ベントにより技術者を志す人が増えることを願いました。
　今回はグリーンIT、スマートグリッド、3Dといった多くの技術的なキーワードが登場し
ており、それに関する家電製品が紹介されていました。ホームエレクトロニクス開発学

科のコンセプトの一つでもある「生活をエレクトロニクス化すること」を学ぶ上で大きな
参考となったのではないでしょうか。
　見学を終えた学生たちは、下記の4つのテーマのうち、どれか1つを選択し、レポート
を作成しました。
①最新の情報デジタル技術と私の考え（感想）
②情報社会を支えるエレクトロニクスメーカーと私の考え（感想）
③最新の電気電子部品技術と私の考え（感想）
④最新のデジタル機器の製造技術と私の考え（感想）
　学生たちのレポートは3Dやディスプレイ技術に関連したものが多いように感じられ
ました。他にはスピーカー、携帯電話、電動自動車などで、AV家電や携帯電話は学生に
人気があることがわかりました。
　感想の多くは「良い刺激を受けた」というものでした。自分が今後やってみたいこと、
興味を持って取り組むことができるものを、学生たちは見つけることが出来たようです。
このようなイベントの参加を今後も続けていきたいと感じました。
� （文責：ホームエレクトロニクス開発学科助教／三栖貴行）

「実践プロジェクト報告会」9月17日、企業と連携したプ
ロジェクト学習の報告会が開催され、各プロジェクトグ
ループの報告がなされました。12月上旬には報告書第2
号が発刊する予定です。

「インターンシップ報告会」10月27日～28日、実習受
け入れ企業関係者をご招待して報告会が開催されまし
た。

企業連携学習の充実

インターンシップで
就業体験を！

ロボットコンテスト「WRO
JAPAN」活動に学生が協力

企業連携プロジェクト室の整備

1年生 家電最大の見本市
「CEATEC JAPAN 2010」を見学

コンテストに協力した学生諸君



応用バイオ科学科
FACULTY OF APPLIED BIOSCIENCE APPLIED BIOSCIENCE

海外バイオ研修Ⅱ現地報告

3年　又木勇樹さん
　気付けば1ヶ月以上が経ち、だんだん学校にも慣れてきま
した。最初のうちは、先生の言っていることが聞き取れません
でしたが、次第に聞き取れるようになり、どうにか授業につい
ていくことができています。友達との会話も当然英語なので、
自分の気持ちをはっきりと伝えられず悔しく思いますが、会話
により、日々学んでいます。これからも日本との教育の違いな
どを感じながら頑張って過ごしていきたいと思います。

　今年度も本学科では「利き酒（発酵を通し
て楽しみながら本学科を知ってもらうイベン
ト）」を行いました。以下は、まとめ役の3年
生佐々木亜由美さんからのメッセージです。

　今回の学園祭でも無事に利き酒
処「混民」が終了しました。多くのお
客さん（2日間で800名を超える来
場者）が来てくれて、利き酒や甘酒
を楽しんでいたのでよかったです。
企画準備は本当に大変でしたが、こ
の2日間は楽しくあっという間でし
た。きっともう学生生活では感じら
れない貴重な体験だったと思いま
す。企画に関わってくれた先生方、先輩方、利き酒メンバー全ての方に感謝します。
　また、“夢の実現プロジェクト”に採択されている「蛍プロジェクト」の成果発表も
KAIT工房で行われました。蛍を幼虫から育てて成虫にするまでの過程を、3年生
の石川康治さんと2年生の久保田光さ
んが中心となって、ポスターや蛍の水槽
を展示してわかりやすく説明していまし
た。蛍の輝きも、土日に大学へ来て水の
交換やエサやりなどをしている彼らの日
ごろの努力の上に成り立っているので
す。これからもがんばってください。い
つの日か、厚木に蛍を！

貴重な体験に感謝します！ 3年 佐々木亜由美

　9月2日から3日に本学で電気化学会が、9月28日から29日には東京で防菌防黴学
会が開催されました。両方の学会で、会場設営から受付、発表会場の照明やタイムキー
パーなど多岐にわたる仕事を本学科の4年生、修士の学生が分担して立派にこなしまし
た。その働きぶりはいずれの学会でも評判で、頼もしく感じられるとともに、普段のTA
やオープンキャンパスでの手伝いが人間性に厚みを持たせているのだと思いました。
今後の活躍も期待しています！

様々な行事で活躍するバイオファミリー
〜学会でのアルバイト〜

ホームカミングデー盛大に
　11月6日、7日の両日、学園祭＆ホームカミングデーが開催されました。岡部研究室
では、上は81歳から（本間輝武名誉教授が
リュックサックを肩にお元気で参加）、下は1
歳（卒業生のご子息）まで、総勢30名を超え
るOB、OGが古巣に集結し、1年振りに楽し
いひと時を持ちました。名古屋から遠路駆け
つけた卒業生いわく、「岡部先生／OB／OG
の元気なお顔とひとときの学生気分を味わ
いに今年も来ました。」。
　他の研究室でも多くの卒業生が集まり、遅
くまで大いに盛り上がりました。

幾徳祭

　現在、米国シアトルに3名、台湾に1名の学生が6ヶ月間の海外留学をしています。
現地の学生から送られてきた声をお届けします。

第5回B科・高等学校自然科学部
合同発表会開催
　今年度も高校理科部との合同発表会を10月9日に行いました。県立鎌倉高等学校
の生徒さんは、この夏、本学科で実施した「分析化学」と「遺伝子実験」の結果を、県立
弥栄高等学校の生徒さんは、学会発表も行った「環境調査」の結果を発表しました。一
方本学科は、3年生の岩岡史さん、老野克紀さん、大島佑貴さん、武蔵朱里さんが「自主
テーマ実験Ⅱ」で取り組んだ内容を、1年生の蛯名将義
さんは高校の時に行った植物の研究に関して発表しま
した。いずれも完成度が高く、大学生、高校生が質問を
し合う活気のある発表会となりました。発表会の後の
表彰式・懇親会では、他校の様子を聞くなど、通常では
経験できない貴重な時間を過ごしていました。

　科学研究費補助金による研究成果の社会還元事業の1つで、大学の先端研究を、高
校生が直接見て聞いて触れることを通し、「科学のひらめき☆ときめき」を体験してもら
うイベント（日本学術振興会主催）が、10月16日に開催されました。県立鎌倉高等学
校、県立弥栄高等学校、私立栄北高等学校（埼玉県）の生徒さん20名が参加し、清水准
教授の指導のもとで、「pH応答機能をもつゲル粒子」を各自が作り、粒子の色が溶液の
pHを変えると激変する様子に皆驚嘆していました。最後に、参加した高校生全員に、岡
部教授から「未来博士号」が授与されました。

岡部教授
「ひらめき☆ときめきサイエンス」を開催

岡部研究室に集結した面々です

浴衣やオリジナルハッピを着てお疲れさま

発表ポスターの前で発表するプロジェクトメンバー	芝岡佑夏さん（2年）

3年　後藤要平さん
　シアトルに来て2ヶ月が経ち、ネイティブをはじめ、コンゴ、
中国、ベトナムなどにも多くのユニークな友人ができました。
また目標も変わり、英語が話せるようになりたいから、英語が
使えるようになって何がしたいかを考えるようになりました。
友人の多くは、何かに特化しており、自分が普通すぎて焦りを感じます。この環境を使
い、英語以外にも多くのことを学び経験を積みたいと思います。

3年　田中麻衣さん
　日本と違うところがたくさんあるため、最初は戸惑ってば
かりでしたが、シアトルに来て2ヶ月が経ち、ようやく生活に
も慣れてきました。最近は、同じクラスの人たちと仲良くな
り、その人たちの国の話を聞いたりするのが楽しいです。
時々日本が恋しくなりますが、シアトルに来たことで日本の良いところに気付けたので
良い経験だなと思っています。あと4ヶ月楽しみたいです!!

3年　栗原健さん
　学内の留学生の人たちと仲良くなったことがきっかけで、海外に
興味を持ち、現在台湾に留学しています。中国大陸の中国語は漢
字が簡素化されますが、台湾の中国語は昔の日本で使われていた
漢字を使いますので、新聞・テレビの字幕は漢字を見ればなんとな
く理解できます。一方会話に関しては、ゆっくり話してもらうか、英
語で話してもらうことによりコミュニケーションをとっています。

　本学科では「バイオ技術者」の認定試験を推奨しています。これに挑戦する学生
は年々増え、12月23日に本学で実施された試験では、上級に35名、中級に110
名の学生が名乗りをあげました。晴れて「バイオ技術者」の栄冠を手に入れた諸君
は、これを励みにさらに上を目指しましょう。また、惜しくも残念だった諸君はリベ
ンジを期待しています。1年生の諸君は、中級の受験準備を始めて下さい。教員
一同応援しています。

バイオ技術者認定試験に145名が挑戦！
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栄養生命科学科
FACULTY OF APPLIED BIOSCIENCE DEPARTMENT OF NUTRITION AND LIFE SCIENCE

第2回栄養生命科学科1年生「クラス会」
　11月1日、昼食をとりながら栄養生命科学科第2回クラス会が開催されました。江指学科長と河野理
事のお話しの後、参加した学生一人ひとりが、1分間スピーチを行いました。まだ、本学に入学して半年し
か経っていませんが、ずいぶん慣れてきたようで、将来どのような管理栄養士になりたいか、などについ
ても、いろいろと考えているようです。これから2年生になると実験、実習が増えていきます。栄養生命
科学科の学生が着実に各自、理想の管理栄養士を目指して努力し、目標を達することを心より願います。

　11月6日、7日の「幾徳
祭」で栄養生命科学科で
は学生が中心となり、調理
学実習Ⅱで習った「フルー
ツ大福」や緑茶を提供す
る喫茶店と、学科紹介として教員の紹介や学科説明のパネル展示を
行いました。高校生など多くの方々にご来場頂き、大好評のうちに両
日ともあっという間に品切れとなりました。栄養生命科学科にとって、
初めての学園祭ということで不安も多い中、企画から調理、提供、後
片付けまで、戸惑いながらも学生同士協力し合ってやり遂げる姿は、
充実感に溢れ一段と頼もしく感じられました。

　神奈川県立相模田名高校との連携プロジェクト学習の一環として、本学科の原島恵美子准教授は、高
校生7名とともに「食育“田名朝ごはん”プロジェクト」を進めています。高校生の朝食喫食率の向上を
目指し、7月には食生活調査を実施しました。その
結果、「食事や栄養に関する情報の提供」と「食環
境づくり」の必要性が示されました。現在は、食育
便りの発行、校内での朝食販売の企画に取り組ん
でいます。高校への訪問指導の他、ネットワーク会
議（Skype)を定期的に導入し、活発な意見交換が
行われています。この度、相模田名高校の「高大連
携プロジェクトチーム」は、県教育委員会から平成
22年度教育委員会職員功績賞を受賞しました。

　10月25日、厚木市文化会館大ホールにおいて、神奈川県立高等
学校PTA連合会県央地区協議会大会が開催され、約400名のPTA
会員、中学校保護者、関係教員が参会しました。同大会において、江
指学科長が、「心と体と社会の健康を高める食生活」を演題として記
念講演を行い、講演後の質疑にも応えました。この大会は、高等学校
PTA活動の一層の進展・充実をはかり高等学校教育の振興と青少年
の健全育成を目的として開催されるものです。会の目的と記念講演
の演題が合致していたため、活発で有意義な質疑応答ができたこと
は大きな収穫でした。

学園祭にて喫茶店
を実施

“Skype”を利用した高大連携授業 江指学科長がPTA連合会
県央地区協議会大会にて講演

 後期授業

「微生物学実験」が 開始
　前期の「生化学実験Ⅰ」、「調理学実習Ⅰ」につづき、後期はそれぞれの実験、および実習のⅡに加
え、「微生物学実験」と「食品学実験」が始まりました。本学科の学生は本当にハードな日々を過
ごしています。今回は「微生物学実験」を紹介します。食の安全において食中毒は大きな問題で
す。その食中毒を引き起こす微生物について講義「微生物学」を踏まえ、微生物の特徴や基本的
な取り扱い方法を習得することを目的としています。環境中や、自分の体から採取した微生物の
顕微鏡観察や増殖速度の測定、さらに簡単な遺伝子組換え実験も行い、予定通り菌が光ったとき
は、感動を覚えるものです。実験風景や最近のニュース等も学科のHP（http://web.me.com/
life_kait/Site/Welcome/Welcome.html）で更新していますので、ぜひご覧下さい。

　栄養生命科学科が開設されて半期が過ぎ、学生も大学生活に慣れてき
たように思います。そこで、管理栄養士を目指すに当たって、モチベーショ
ンを今以上に高めることを目的として、学生の授業がない火曜日２限目に
栄養生命科学科の各教員
が１コマずつ講義を行う
事にしました。これは授業
ではなく、管理栄養士へ
の思い、自分の研究や経
験談など様々な話をして
いく場であり、学生が描く
将来の夢をより具体化で
きるようなきっかけ作りに
なればと思っています。

「特別講義Ⅰ」教員が語る管理栄養士
への思い、経験談
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情報工学科
FACULTY OF INFORMATION TECHNOLOGY INFORMATION AND COMPUTER SCIENCES

日本国際協力センター（JICE）
による情報工学科への訪問
　理工系人材との人的交流を目的に、外務省および財団法人日本国際協力センター（JICE）による
世界7ヶ国の教職員、大学院生及び大学生計15名の訪問団が10月20日に本学を訪問されまし
た。訪日団は山本研究室、田中博研究室、木村研究室、陳研究室、鷹野研究室との研究交流を通じ
て、IT分野の各研究を体感し、それぞれの研究の先端性とおもしろさを実感するとともに学生や教
員との親睦を深めま
した。本学の学生さ
んも、活力の溢れて
いる他国の学生さん
から刺激を受け、相
互理解と友情が深め
られたようです。

　9月7日から9日の日程で、九州大学伊都キャンパス（福岡県福岡市）において、情報処理学会お
よび関連学会共催による「FIT2010第9回情報技術フォーラム」が開催され、情報工学科の学生・
教員による13件の研究発表が行われました。
　昼夜を問わず地道な研究活動により得られた成果を、論文とプレゼンテーションにまとめ、緊張の
中にも確かな自信と今後のさらなる展開への熱い意気込みとが感じられた内容でした。今回の発
表が初めてであった学生たちにとっては、この大きな新たな体験によって、研究意欲の増大とこれか
らの研究への惜しみない努力につながるものと期待されます。

◆「FIT2010第9回情報技術フォーラム」で発表した研究テーマ
「新しい時系列データクエリの記述方法をもちいた知識発見」 杉村 博・松本一教（神奈川工科大）

「重回帰分析と SEMによるゲームソフトのヒット要因の定量化」 北見孝大・佐賀亮介・松本一教（神奈川工科大）

「超音波を用いた屋内測位システムにおける
測位誤差要因とその評価」

須永 光・羽田昂史・秋山征己・五百蔵重典・
田中 博（神奈川工科大）

「ファジールールに基く混合雑音重畳画像からのエッジ抽出法」 石井 聡・木村誠聡・辻 裕之（神奈川工科大）・
田口 亮（東京都市大）

「個人の性格データに応じたアニメーション表現を伴った
Webバナー広告生成システムの提案」 浦野圭一郎・坂本美佳・鷹野孝典（神奈川工科大）

「自己組織化マップを用いたタッチスクリーンによる
キーストローク認証手法」

野口敦弘・納富一宏・中山亮介（神奈川工科大）・
斎藤恵一（電機大）

「RIAにおけるボタンの表示効果とアクセシビリティの関係」 畑中基希・有賀千裕・納富一宏（神奈川工科大）

「教育支援を目的としたリアルタイムアンケートシステム
－機能のブログパーツ化－」 鷹合 祥・納富一宏（神奈川工科大）

「アニメーションヘルプシステムにおける再生速度変更と
ユーザビリティの関係」 松崎広起・西尾高典・納富一宏（神奈川工科大）

「シンプルなインタフェースによる教材配布支援を目的とした
Webシステムの試作」 田中穏識・鷹合 祥・納富一宏（神奈川工科大）

「自己組織化マップを用いたキーボード上に置かれた
手指形状認識による画像認証手法」

中村孔明・高橋雅隆・納富一宏（神奈川工科大）・
斎藤恵一（電機大）

「USBメモリによるポータブル環境のセキュリティ強化
－自己組織化マップによる顔画像認証機能の実装－」 高橋雅隆・山内俊明・納富一宏（神奈川工科大）

「口形順序コードを用いた発話映像自動生成方法」 宮崎 剛（神奈川工科大）・
中島豊四郎（椙山女学園大）

JICEからの訪問団は、山本研究室、田中博研究室、木村研究室、陳研究室、鷹野研究室との研究交流を行い
ました。

　大学院博士前期課程1年の篠原正幸さんが、ルーマニアで開催され
た国際学会（IADIS International Conference CELDA 2010）で
研究成果を発表しました。内容は学部4年次の卒業研究で行ったもの
で、授業中に教員が提示した4択問題を学生が携帯電話から回答し、そ
の結果をリアルタイムでスクリーン上に表示するシステムです。学生も
手を上げずにすみ、先生も学
生の理解度をその場で確認
できるスグレモノです。類似
の商品は100万円程度しま
すが、篠原さんは自慢のプロ
グラミングスキルを駆使し
て、それ以上の機能を実現し
ました。今、情報工学科では
教員が実際の授業で使って
います。

国際学会発表

●有賀千裕さん（博士前期課程2年）
「自己組織化マップを用いたWeb記事の可読性予測手法の提案と評価」
●中山亮介さん（博士前期課程2年）

「自己組織化マップを用いたジェスチャー認証－複数マップによる分析と評価－」
●髙橋雅隆さん（博士前期課程1年）

「自己組織化マップを用いた特徴点間距離による顔画像認証」
●漆畑龍典さん（4年）

「エンターテインメント動画の感
性検索を目的とした自己組織化
マップによるシーン分析－音声ト
ラック情報によるシーン分類－」

　10月9日から10日の日程で、産業医科大学（福岡県北九州市）におい
て、バイオメディカルファジィシステム学会によるBMFSA第23回年次大
会が開催され、大学院生と学部生による4件の研究発表が行われました。

国内学会発表

情報工学科から多数の研究発表
～FIT2010報告～

　ロボット、ファクトリー・オートメーション技術とその他製造科学技術の発展に寄与すること
を目的に活動する財団法人製造科学技術センター（MSTC）の「平成22年度アイデアファクト
リー」に松田三知子教授の提案が採択されました。今後、松田教授は2年間にわたり、参加企業

（オムロン㈱、㈱小松製作所、清水建設㈱、富士通㈱）と共に、研究プロジェクトのリーダーとし
て研究活動を行います。
　この公募へのテーマ提案は会員資格が厳しいMTSCの学術会員のみに限定されている格式
の高いものです。企業ニーズ及び研究シーズに基づく提案であることが前提で、MSTC賛助
会員である企業の投票により採択テーマは決定されます。その中で松田教授の提案が採択さ
れたのは、研究レベルの高さを示したものといえ、学科としても非常に喜ばしいものです。採択
テーマ名は、「グリーンプロダクション基盤としてのデジタルエコファクトリ構築のための調査研
究」で、現在大きな社会的テーマとなっている環境問題に大きく寄与できるものです。

松田三知子教授の提案が、
平成22年度アイデアファクトリーに採択

最先端IT・エレクトロニクス展
「CEATEC JAPAN 2010」に出展しました
　シーテックとは毎年10月幕張メッ
セで開催される最先端IT・エレクトロ
ニクス展で、今年は10月5日から9日
の5日間にわたって18万人以上の人
が来場しました。この展示会に、田中
博研究室の研究成果を7日から8日の
2日間にわたってデモ展示いたしまし
た。2日間で420名の方に本学ブー
スに来ていただきました。

ゲームプログラミングの世界大会へ
出場した樋口土生さん

　9月24日から10月2日の日程で、
ICGA（International Computer 
Games Association）と北陸先端
科学技術大学院大学との共催によっ
て、コンピュータチェス世界選手権、コ
ンピュータオリンピアード、ゲーム情
報学国際会議のイベントが開催され、
4年生の樋口土生さんが「Connect 
6」のカテゴリに出場し、優秀な成績を
収めました。

～The JAIST Computer Olympiad にて～

ゲームプログラミングの
世界大会へ出場

国際学会「IADIS International Conference CELDA 
2010」で発表する篠原正幸さん

バイオメディカルファジィシステム学会では
院生・学部生の4名が発表しました

学生の学会発表



情報ネットワーク・コミュニケーション学科・情報ネットワーク工学科
FACULTY OF INFORMATION TECHNOLOGY INFORMATION NETWORK AND COMMUNICATION / NETWORK ENGINEERING

院生の活躍
電子情報通信学会、日本
オペレーションズ・リサーチ
学会で研究発表
　井家研究室の大学
院博士前期課程1年
の 石 井 智 之さんが、
9月2日から3日に東
北大学にて開催され
た電子情報通信学会
ネットワークシステム
研 究 会 と、10月9日
から11日に琵琶湖コ
ンファレンスセンターにて開催された日本オペレーションズ・リ
サーチ学会「OR横断若手の会」研究部会若手研究交流会にて
研究発表を行いました。発表タイトルはそれぞれ「スケーラビリ
ティを考慮したP2Pストリーミングにおける動的トポロジ構築
法」および「ピア離脱を考慮したP2Pストリーミングにおける動
的トポロジ構築法 」です。
　石井さんの研究内容ですが、ピアツーピア（P2P）技術を活
用したアプリケーションとして、近年大きく注目されている動画
ストリーミングにおいて、ネットワーク負荷を低減しつつ利用者
の同時接続数を維持するための方式の提案を行っています。ピ
アツーピアでは不特定多数の利用者がサービスへの参加・離
脱を繰り返すため、上記の問題は非常に難しくかつ今後も十分
に検討していかなければいけない問題であると考えています。
� （文責：情報ネットワーク・コミュニケーション学科助教／井家敦）

　コンピュータ、携帯電話機のみならず、カメラ、テレビ、レコーダなどがネットワーク
化されてきました。より生活を豊かにし、さらに、安全で安心できる社会を実現するた
めに、あらゆるものにコンピュータと通信機能を組込み、それらが情報交換しながら
協調動作する組込み型分散協調システムが重要となってきています。
　海野研究室では、組込み型分散協調システムにおける安全性・信頼性など問題を
解決するため、オブジェクト指向開発方法論、形式仕様、形式検証、関数型言語などに
基づくシステム開発法について研究を進めています。ここでは、組込み型分散協調シ
ステムに対するオブジェクト指向に基づくモデル
ベース開発に関する卒業研究を紹介します。
　平成20年度の卒業研究（*1）では、サッカーロ
ボット（図1）を題材としました。2台のロボット型
組込みシステムがメッセージを交換することによ
り協調動作を行うシステムです。システムの振舞
いは、一方のロボットはサッカーゴールに向かい、
もう一方のロボットはボールに向かいます。本研
究では、仕様書・設計モデルとして、「通信に関す
る前提条件」は自然語で定義し、システムの静的
側面はユースケース図（図2）、動的側面はステー
トチャート図（図3）、シーケンス図というUMLで
定義されている図を用いてモデル化するという
アプローチを採用しました。実装は命令型言語

（NXTソフトウェア）を用いました。本研究のアプ
ローチにより、実装工程においては機能「役割の
決定」の仕様漏れを検出し、試験工程においては
機能「再送制御」の仕様漏れを検出しました。上流
工程で作成したモデルに基づくと、仕様・設計変
更が必要か否か、仕様・設計変更の程度、実装への影響の大きさなどを適切に判断で
きるため、それぞれの欠陥に対して適切な対応を行うことができました。しかし、上流

工程では状態遷移モデル、実装工程では命令型モデルという異なるモデルを用いて
いるため、モデル間のギャップがあります。これに起因して、仕様変更への対応が困
難となる場合もあることが判明しました。
　そこで、平成21年度の卒業研究（*2）では、実装工程にもオブジェクト指向を適用し
ました。すなわち、上述の先行研究の成果物である仕様書・設計モデルに基づいて、
新たにクラス図も記述し、オブジェクト指向言語（C++）による実装を行い、試験を行う
というアプローチを採用しました。本研究の目的は、このアプローチにより、特に上流
工程における仕様書・設計モデルなど各種成果物の資産価値を向上させることです。
すなわち、ソフトウェア開発工程における仕様書、設計モデル、プログラムコード、テス
トケースなど各種成果物間の追跡可能性を高めることにより、それらの成果物に内在
する可能性のある欠陥の検出と特定の容易化が期待できます。さらに、それらに基づ
き成果物の再検討・再構成を行うことにより、各工程における成果物の資産価値を向
上させることが目的です。このアプローチを適用した結果、先行研究における仕様書・
設計モデルに内在した2つの欠陥を検出し、それらの場所を特定しました。すなわち、
⑴「通信に関する前提条件」における①「通信不具合」の考慮の漏れ、②「受信可能な
状態」の定義の曖昧性、および、⑵リーダにおける機能「再送制御」の仕様漏れです。
これらの欠陥は、Bluetoothというハードウェアに依存する通信の不具合に起因する
ものでした。このような通信の不具合の問題に対しても適切な対応が行えたことによ
り、組込み型分散協調システムへのモデルベース開発法の有効性を示しました。これ
らの欠陥に対する分析結果に基づき、仕様書・設計モデルの再検討・再構成を行うこ
とにより、上流工程における成果物の資産価値をさらに向上させました。
　今後の課題として、自然語で記述された「通信に関する前提条件」などを形式仕様
言語で記述し形式検証を行うこと、設計レベルのモデルに対するモデル検査の適用
など、上流工程での仕様・モデルの検証により信頼性の高い仕様書・モデルを開発す
ることが挙げられます。また信頼性・保守性に係る部分については関数型言語により
実装することが望まれます。

情報ネットワーク・コミュニケーション学科  助教 海野 浩
組込み型分散協調システムのモデルベース開発研究 紹介

*1　近藤皓一	「組込みシステムにおける協調動作のモデル化と実装」、平成20年度卒業論文
*2　綿引智志	「組込みシステム開発におけるオブジェクト指向開発方法論の適用」、平成21年度卒業論文

図１ サッカーロボット

図２ ユースケース図
ボールに向かう

メッセージ送信

メッセージ受信待ちボールへ移動中

ボールを捕る／移動
終了

送信完了

受信

未受信かつ
Δt >= TIME_OUT

未受信かつ
Δt < TIME_OUT

図３ ステートチャート図（ボールに向かう）

電子情報通信学会ネットワークシステム研究会で発表を行う石井さん

　幾徳祭1日目の11月6日に、就職室で『Career Café』を開催しました。前年に引き続き2回目ですが、今回は
30名以上の学生が集まり就職室は大賑わいでした。本学科を卒業
し、現在社会で活躍している先輩方と在学生が交流を深めるスペー
スとして、また、卒業生同士が懐かしい顔に出会える場として利用して
いただけたと思います。お茶を楽しみながら、就職活動の体験談や、
実際の仕事についての話など、共に就職について考えることができた
のではないでしょうか。
　ニュースなどで取り上げられている『大学生の就職難』について心
配し、「自分たちにできることがあれば後輩のためにアドバイスしま
す」と申し出てくれる卒業生もあり、大変心強く感じました。
　一生懸命自分の道を歩んでいるみなさんの笑顔が印象的でした。

他学科研究室との合同合宿
　9月2日から3日に塩川研究室と情報メディア学科小島研究室との合同合宿を静岡県土肥で行いました。普段
の講義や研究では接する機会のない他学科の学生と交流を図ることを目的とした初めての試みで、2研究室併
せて総勢30名のメンバーが参加しました。時間や部屋の都合で、合宿先でのゼミは研究室ごとに行いましたが、

夕食やその後の懇親会や研究室対抗カラオケ大会などでは大い
に盛り上がり、互いの交流が深められたと思います。今後もこの
ような機会をたくさん企画していきたいと考えています。
（文責：情報ネットワーク・コミュニケーション学科准教授／塩川茂樹）

今年度の幾徳祭でもオープン！
N科就職室主催『Career Café』
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情報メディア学科
FACULTY OF INFORMATION TECHNOLOGY INFORMATION MEDIA

今年度も「東京ゲームショウ2010」へ出展

デジタルコンテンツエキスポ2010
～次世代コンテンツ技術展・国際3Dフェアにて発表～
　情報メディア学科小島研究室、白井研究室は10月14日から17日に日本科学未来館・国際交流館（東京お台場）にて開催され
た、先端的なデジタルコンテンツの展示会「デジタルコンテンツエキスポ2010」（http://dcexpo.jp/ 主催	経済産業省、財団法
人デジタルコンテンツ協会）に出展、研究成果を発表いたしました。

【展示】「RT2CharaAR Project」
（アールティツーキャラエーアールプロジェクト）

【展示】多重化映像システム
「Scritter」＋「イマーシヴ・レール・シューター」

　情報メディア学科小島研究室、株式会社イマジ
カ、株式会社プレミアムエージェンシー、日本アイ・
ビー・エム株式会社による、エンターテイメント分
野における次世代クラウドコンピューティングの
実装を目的とした研究で、リアルタイムモーション
キャプチャシステムを伝送技術で接続し、3Dグラ
フィックエンジンで統合したキャラクターAR環境
を最新の
デバイス
に表示し
ました。

　白井研究室ではハイビジョンテレビの4倍の解像度を持つ「4K映像システム」を3
台駆使し、世界最大規模、最先端の高精細・立体映像プログラムをデジタルコンテン
ツ協会・ソニー株式会社らと協力して上映いたしました。山本倫之さん（大学院博士
前期課程1年）、荒原一成さん（4年）、下田浩気さん（本学卒業生）らが中心になり、
巨大なプロ用上映機器を使いこなす実践的な研究の場になりました。また「3D産業
に付加価値を！多重化映像コンテンツ上映方式『Scritter』」、「次世代映像技術が拓
くイマジネーション～地デジの明日、4Kの地平線」という２つの講演を行い数多くの
来場者を得ました。

　情報メディア学科白井研究室はフランスの国際会議
「Laval Virtual」とナント・アトランティック・デザイン
大学と協力し、拡張現実感技術(AR)と全身を使ったダ
イ ナ ミック な
シューティング
アクションゲー
ム「Immersive 
Rail Shooter」
と 多 重 化 映
像 シ ス テ ム

「Scritter」 を
展示しました。 多重化映像システム「Scritter」による映像

拡張現実感技術(AR)と全身を使ったダイナミックなシュー
ティングアクションゲーム「Immersive Rail Shooter」

講演「次世代映像技術が拓くイマジネーション
～地デジの明日、4Kの地平線」の白井暁彦准
教授（写真左）

現在のハイビジョンの4倍の解像度を持つ4K映像システムの3D上映

巨大な4K上映機器	実践的な研究の場になりました。

　9月16日から19日に幕張メッセで開催された「東京ゲームショウ2010」の
教育機関コーナーに、情報メディア学科の在学生達が創作したゲーム作品を前
年に引き続き出展いたしました。学部2・3年生達が「ゲームクリエイター特訓」
で制作した3Dキャラクターゲームに加え、大学院生達の人工知能研究に基づく
キャラクター・エージェント・ゲーム（センス・オブ・ワンダー ナイトに入賞）も展
示し、ゲーム制作企業の開発陣も含む様々な方々から貴重なアドバイスを賜り
ました。情報学部の卒業生だけでなく工学部の卒業生の方 （々幾徳工業大学時
代も含む）もゲーム業界で活躍しておられ、親身なアドバイスを頂きました。そ
の中でも「数年間で使い捨てにされるようなプログラマーやデザイナーは、情報
メディア学科で育成しないでください。入社後の長期的な成長を達成できる人
材教育を大学で実施してください。」との御意見は、教員達が真摯に受け止める
課題でございます。理学系・工学系・情報系の大学院修了生達の活躍もあり、日
本のゲーム産業界におきましても技術や企
画の高度化・体系化が欧米を志向して図られ
ております。情報メディア学科におきまして
も、CGデザインやゲームプログラミングなど
ゲーム商品を具現化する実技能力と並行し
て、数学・力学・光学・英語など技術革新の長
期計画を達成する基盤学力の育成も、大学院
での研究開発まで視野に入れて取り組み、そ
の成果を様々なコンテスト・技術報告会・国
際学会で問うて参ります。
� （文責：情報メディア学科教授／服部元史）

　白井研究室と服部元史研究室の合同プロジェクトが9月
17日に開催された「東京ゲームショウ2010」内のイベント

『センス・オブ・ワンダー ナイト 2010（SOWN2010）』
（主催	社団法人コンピュータエンターテインメント協会／
日経ＢＰ社　協力	国際ゲーム開発者協会日本）に採択さ
れ、発表をいたしました。SOWNはゲーム開発者にスポット
ライトを当て、“見た瞬間、コンセプトを聞いた瞬間に、誰も
がはっと、自分の世界が何か変わるような感覚”＝「センス・オ
ブ・ワンダー」を引き起こすようなゲームのアイデアを発掘
し、東京ゲームショウにてプレゼンテーションの機会を提供
するものです。
　発表作品は世界で9作品、日本で3作品しか選出されな
い中、本チームの企画は「LovePress～俺の嫁にマッサー
ジ～」と刺激的なタイトルでイベント開始前からネット上の
話題を大きく集めました。発表の様子はUstreamによって
全世界にインターネットライブ中継され、横田真明さん（大
学院博士前期課程1年）が見事、大喝采のうちに発表を成
功させました。また並行して東京ゲームショウ2010内の
大学ブースでも山下泰介さん（大学院博士前期課程1年）
らが中心に展示を行い、「ITメディア」で取り扱われた記事
は、週間アクセスランキング1位を達成するなどゲーム業界
やネット、報道機関から大きな反響を得ました。本プロジェ
クトはメディア応用の可能性も高く、今後研究としての内容
を高め、継続していく予定です。

大学院生の研究作品を含む在学生
ゲーム作品を出展

東京ゲームショウ2010
「センス・オブ・ワンダーナイト」で
世界中の話題に

「次世代コンテンツ技術展ConTEX」 「国際3Dフェア・シアター」＋
「ConTEX ・4Kデジタル映像祭」



第6回日本TRIZシンポジウムが本学で開催されました
　発明支援手法の新分野への適用と普及拡大を目指して活動している日本
TRIZ学会の第6回シンポジウム（9月9日～11日）が本学で開催され、約170
名の参加者、内6カ国50名弱が海外からの参加者で、またSONY，Canon, 
Panasonic, Hitachi，Toshiba などの有名企業の方々をお迎えし、大変活気
あふれるシンポジウムとなりました。本学からは、自動車システム開発工学科の
石濱教授が実行委員で多忙な中、開催に尽力されました。
主　催	日本TRIZ協会
後　援	神奈川工科大学

神奈川自動車関連発表会が本学で開催されました
　昨年に引き続き、中小企業と大学との交流・連携強化を目的に、神奈川県主催
の「自動車関連発表会」（11月8日）が開催され、関係者を除き142名の参加者
があり大変盛況な発表会となりました。日産自動車㈱フェロー久村様をお迎え
し、次世代自動車産業・技術の動向等についてご講演頂いたほか、次世代自動車
関連技術を有する県内の中小企業が、自社の技術内容、課題、大学と連携したい
テーマ等を発表し、本学の教員と参加企業で意見交換などが活発に行われまし
た。あわせて、最先端の設備を有する本学自動車工学センターの見学会が開催
されました。自動車システム開発工学科安部教授、遠藤教授、石濱教授を中心に
尽力頂きました。
主　催	神奈川県
共　済	厚木市
協　力	神奈川工科大学

イベントおよび発表会に参加・出展しました
◆イノベーションジャパン2010
　大学と産業界が持つ技術シーズと
ニーズの発見・出会いを目的とした国
内最大級のマッチングイベントである

「イノベーション・ジャパン2010－大
学見本市」（9月29日～10月1日）が
東京フォーラムで開催され、本学から
下記の3件のテーマが審査をパスし
て展示・講演を行い、数多くの企業の
方に関心をお寄せ頂きました。
①太陽光発電システムにおける新型MPPT制御方式　板子 一隆准教授
②二相流体から粒子を取り除く回転フィルター　岩永 正裕准教授
③レーザ回折像による細管内面形状の評価方法　金井 徳兼教授
会　場	東京フォーラム
主　催	 独）科学技術振興機構、独）新エネルギー産業技術総合研究機構
共　催	文部科学省　経済産業省　内閣府

◆神奈川県ものづくり技術交流会
　中小企業の新製品開発、技術力の高度化・研究開発力の向上を目指して、企
業、大学、神奈川県産業技術センターをはじめとする公設試験研究機関等で得
られた研究・業務成果・情報の発表、製品・試作品展示などを通して、産学公の交
流と連携を促す場として 開催されました。（10月13日～15日）本学からは、下
記の7件のテーマがポスター展示・口頭発表を行いました。また初日には、地元
オンリーワン企業技術セミナーなどもあり学生の参加も数多く見られました。
①17β-エストラジオール認識薄膜の作製とその評価
坂井 佑輔さん（大学院博士前期課程応用化学専攻1年）（応用化学科 斎藤 貴教授）
②RDF由来菌の水素産生能評価
村田 大輔さん（大学院博士前期課程応用化学専攻2年）（応用化学科 斎藤 貴教授）
③超音波を用いた広域屋内エリア測位システムの構成と基本実験
情報工学科　田中 博教授
④LEDと蛍光灯の空調への影響比較
機械工学科　矢田 直之准教授
⑤炭化水素系冷媒を用いたエアコンの性能試験
機械工学科　矢田 直之准教授
⑥地震発生前の各種異常に関する研究
機械工学科　矢田 直之准教授
⑦熱・電気複合型太陽電池システムの実証試験
山崎 健さん（大学院博士前期課程機械工学専攻2年）（機械工学科 矢田 直之准教授）
会　場	神奈川県産業技術センター
主　催	神奈川県産業技術センター

大学院生による、「IT相談」開催中です
　授業期間中の平日17	00～20	00、土曜日9	10～16	30に、情報教育
研究センターPC自習室1.2で、大学院生ITアドバイザーによる「IT相談」を行っ
ています。パソコンのハードウエアやソフトウエア、また情報系の授業に関する
質問がありましたら、学生の皆さんは、是非利用してください。

センターNEWS

工学教育研究推進機構 情報教育研究センター

シンポジウム「大学の授業を改善する」を開催します
　日本の大学、短大、高等専門学校など高等教育機関では「授業の内容および
方法の改善に組織的に取り組む」ことが義務化されています。しかし、最近の1
年生への調査では約85％の学生が「授業はつまらない」と答えています。全入
時代を迎え学生の質が多様化し、多くの教員が対応に苦慮しています。授業を
改善するにはどうすればよいのでしょうか。
　本学では、日本の中で評判の高い良い授業を見せてもらうことにより、授業改
善に役立てるのが良いのではないかと考え、10年かけて約40の大学・高専60
人のベストティチャーや教育賞受賞者等の授業をDVDに収録し「DVD授業ライ
ブラリー」を作成してきました。日本の多くの先生方の協力を得て作られたもの
であり、本学だけに留めるのではなく、ライブラリーを全国の授業改善に必要と
する大学に提供するのが有用であるとの考えで、全国公開をすることに致しまし
た。FDという言葉がありますが、その原点である授業改善にもどり、このライブ
ラリーの公開に合わせて、以下の要領でシンポジウム「大学の授業を改善する」
を開催することと致しました。
日　時：平成23年3月15日㈫13：00～17：00（受付12：00～13：00）
場　所：横浜市中区日本大通11　横浜情報文化センター6階（239名収容）
交　通：みなとみらい線「日本大通り駅」直結。JR「関内駅」徒歩10分
第1部　DVD授業ライブラリー（1時間20分）
　・日野　信行（大阪大学教授）　・斉藤　隆文（東京農工大学教授）
　・奥田　孝晴（文教大学教授）　・遠山　紘司（神奈川工科大学教授）
第2部　「授業を改善する」（2時間）
　・小田　隆治（山形大学教授）　・日野　信行　・斉藤　隆文　・奥田　孝晴

教育開発センター

米国協定校との交流プログラム
　 米 国 ワシントン 州 に あ る協 定 校『Green River 
Community College/略称GRCC』より『日本留学プ
ログラム』として２５名のＧＲＣＣ学生が１０週間本学に滞
在し、12月2日に終了しました。滞在中はＧＲＣＣ課題授
業のほかに本学の授業に参加したり、日本文化の学習などを行いました。

国際センター

学生選書ツアーを2回開催
　選書ツアーとは、学生・教員が実際に書店へ出向き、図書館に入れる図書を自
由に選ぶ企画です。今年度は10月27日紀伊國屋書店横浜店、10月30日同新
宿南店で、初の2カ所での開催をしました。両日合わせて16名の希望者が募り、
2時間の選書時間の中、興味のある図書・授業・研究で使う図書を思う存分に真
剣なまなざしで選んでいました。選んだ図書の中から、769冊を購入し、参加し
て下さった学生の皆さんの紹介文と一緒に、12月より図書館企画展示コーナー
に並んでいます。貸出もできますので、ぜひ足を運び活用ください。

睦合東中学校職場体験を実施 〜大学図書館の仕事〜
　厚木市立睦合東中学校2年生4人の職場体験を、11月11日、12日の2日間
にかけて実施しました。図書の貸出/返却の仕方や、雑誌や図書が本棚に並ぶま
での仕組などを、実際に作業を体験しながら学んでいただきました。
　2日目の最後の、学生からの問い合わせを模したチャレンジ問題では、2チー
ムに分かれ相談しながら中学生ならではの視点で見事解答
にたどり着き、達成感もひとしおだったようです。持っていた
図書館のイメージが変わったとのご感想をいただき、有意義
な体験学習になったものと思います。

附属図書館
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KAITキャンパスサポート

支援センターを積極的に利用しよう
物理担当　鈴木 克己

　基礎教育支援センターが始まった当初、「気楽に利用してください」「基
礎をしっかり固めて大学生活を楽しく過ごしましょう」と書いたことを思い出
します。その後、学生の利用も順調に伸び、支援センターを利用して成績が
アップしたとの声が多く聞かれました。パワーアップノートを作成したり、講
座を開いたりして学生の要望に応えるように、ますます充実してきました。
　しかし、ここにきて利用者が減少し、今年は特に１年生の利用者が激減して
います。大学の授業がやさしくなったとも思いませんので、どうしてなのかと
その原因を考えているところです。１年生の利用者が少なく、２年生や３年
生が多くなったのは、１年生の時の学習が十分でなく２年・３年の専門科目に
なったときに基礎がないために授業についていけない学生が増加している
のでは思います。材料力学・機械振動学・流体力学・熱力学など専門科目の
内容は易しくするわけにはいかないのです。
　基礎ができてない人は、必然的にどこかで力学や電磁気学の基礎を学び
直さなければなりません。高等学校までの学習不足があれば、どこかで補わ
なければなりません。その場所として最適なところが基礎教育支援センター
なのです。
　基礎はつまらない、基礎なんかと思っている人がいます。基礎を軽んじて
いた人には将来の発展はありません。自分に自信をもち、自分の将来に夢を
持つために、基礎教育支援センターを利用してください。基礎教育支援セン
ターの利用にはちょっと抵抗があるという人もいるかもしれませんが、解ら
ないことを聞くのに何の遠慮もいりません。基礎力がなければ就職にも影響
します。自分の近い将来のためにも、支援センターを積極的に利用して成績
アップを図りましょう。

「自分のやりたいこと」を探している皆
さんへ

　大学生の頃は、自分の生き方・将来について悩む時期です。多くの方は興
味や夢を持って大学に進学してきたと思いますが、中には大学生の間に将来
のことを考えようという思いの人もいると思います。でも、実際日々過ごして
いると「本当にこれでいいのか？｣と焦り、「こんなことに意味があるのか」｢満
足できる生き方が見つからない｣と不安になり焦ったり迷ったりしていません
か？　迷うことは実はとても大事な心の作業なのです。しっかり悩む自分を
受け入れてください。でも、悩みすぎて動けなくなった時は･･･
とりあえず、『好きなこと・嫌なこと、興味あること・ないことを考える』＝その
中で自分の方向が絞られてくることがあります。また『"やりがいをみつけな
いと"と思いすぎないこと』＝実は生きがいを見つけてまっすぐ進んでいく人
はごくわずか。たいていの人ははっきり決めているわけではないし、決めて
も迷いは生じるものなので焦りすぎないこと。そして『やっていることに迷う
時でも、今出来ること・やるべきことがあればそれを淡々とやること』＝何か
していると、いずれ霧が晴れたように先が見えたり、または別の道が見えてく
ることもあります。
　皆さん、いかがですか？　わからないことがあればぜひ学生相談室に聞き
に来てください。

キャリアアドバイザー室はいつでもオー
プン！！
キャリア就職センター　キャリアアドバイザー　三橋 信子

　キャンパスも四季折々、美しい自然がアートのごとく広がっています。就職
活動は人生から見るとほんの一点にしか過ぎません。でもその「点」を通過
しなければ、将来の「線」キャリアに繋がりません。私達は「自分は将来何をし
たいか」「自分の夢は何か」「自分はこれからどのように歩んでいくのか」とい
うことをベースに一緒に進路を考えるお手伝いをしています。
　厳しい経済状況の中、苦戦している学生に出会うと、いつも私は自分が気
付いていない沢山の宝物を持っていること、理系の学生は特に今日本で強く
求められ、期待されていることを伝えています。時代の流れを読みながら将
来の自分のイメージ・可能性に挑戦し底力を発揮できるよう、一番大切なのは

「自分らしさ」を失わないこと。就職活動は悶々とする時期かも知れません。
でも人生は長いもの…通過点ということを忘れないで下さい。おしゃべりが
必要な時、疲れた時、壁にぶつかった時、いつでもキャリアアドバイザー室は
オープンです。お待ちしています！

周囲の人と声を掛け合えるようになろう！
学生相談室　精神科医　市来 真彦

　今回は前回の続きとして、自分の調子が悪くなったときに周囲から声をか
けてもらえるために、自分自身で日ごろから出来るコツの３つ目をお話ししま
す。
　最初に復習です。1つ目のコツは、悩み事を小さいうちに自分で解決する
ように努力すること、2つ目のコツは、困ったことを独りで解決出来ない時に
は、悩みを溜め込まないで、適切な時期に周囲に相談することでしたね。さ
て3つ目のコツは何かと言うと、それは「相談できる人を複数持つこと」です。
あまりに人数が少なすぎると、その人にばかり相談することになりますから、
その人のほうが負担に感じてしまうことになるでしょう。また、相談する内容
によっては、内容をよく知らないほうが良い場合もあれば、逆に良く知ってい
るほうが良い場合もありますから、内容によって相談相手を適度に分散させ
たほうが良いのです。ですから、相談できる人は出来れば「大学内と大学外
の友人、そして家族、の３つの分野」に最低一人ずつ持つようにすることが望
ましいのです。生活の中心が大学であるみなさんにとっては、やはり学内の
友人はいたほうが良いでしょう。そして、大学外の友人とは、ネット上で話を
する顔も見たことのない友人ではなく、実際に会おうと思ったら会って話が
出来るという友人に限ります。家族は昔からの自分を良く知っている人たち
ですから、自分の変化を良く気づいてくれるはずです。
　そして３つの分野の中に相談できる人が何人いるかを実際に数えてみま
しょう。何人ずついましたか？

基礎教育支援センター

KAIT キャリア・アドバイザー室

学生相談室だより

Doctor's Message
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学生課

教務課

バイク安全運転講習会開催について
　11月8日厚木中央自動車学校内においてバイク通学の学生を対象とし
て、バイク安全運転講習会を開催しました。参加者は15名。2時間の講習の
中で、日常点検・慣熟走行・低速走行・スラローム走行、急制動、危険回避など

インフルエンザ予防接種の実施
　インフルエンザの本格的な流行に先立ち、混合インフルエンザワクチンの
予防接種を11月22日に本学の健康管理室で実施しました。学生197名、
教職員57名が申し込み、校医の湘南厚木病院の医師により予防接種を行な
いました。
　例年、定期試験の頃にインフルエンザが流行します。手洗い、うがいの徹
底、十分な睡眠と栄養補給に心がけて、しっかりと感染予防しましょう。

第35回幾徳祭開催について
　11月6日・7日に第35回幾徳祭を開催しました。（本年度のテーマは"祭
現～マツリアル～"）両日とも天候に恵まれ、多くの市民の方や卒業生をお
迎えして交流を深めることが出来ました。中央緑地公園を中心に模擬店37
店舗が出店し、にぎわいの場となりました。もの作りコンテストや各種イベン
ト、クラブの工夫を凝らした展示や体験コーナー、各学科の研究室公開、市
民参加のフリーマーケットなども実施しました。マキシムザホルモン×9mm 
Parabellum Bullet のコンサートは特に人気があり、会場は約1千人のファ
ンで熱気溢れるものとなりました。

第4回ホームカミングデーを開催
　11月6日・7日学園祭開催の両日、卒業生のための「ホームカミングデー」
が開催されました。4回目の開催となった今回は両日とも晴天に恵まれ、合計
922名の卒業生が訪れました。
　前回に引き続き、「幾徳祭」を楽しんでもらうことを主眼として開催し、来学
された卒業生には記念品が配られ、ま
た、建て替え前の校舎などの写真パ
ネルや卒業アルバムなどを設置した、
卒業生専用コーナー「卒業生ぷらざ」
では、パネルやアルバムを見ながら卒
業生同士が思い出を語らう光景が見
られました。

平成22年度神奈川工科大学公開講座を開催
　一般と本学学生から137名の申込みがあり、10月2日～10月30日の毎
週土曜日（10月16日は除く）の全8回が実施されました。今年度は、「科学で
知る健康の秘訣！」をテーマに、科学の言葉で様々な角度から「健康」を紐解
いていきました。本学の栄養生命科学科、応用バイオ科学科の教員が日常の
食生活と栄養、病気、体を守る仕組み、環境など多岐に渡る分野の講義を行
ないました。なお、6回以上の出席者（一般）には、修了証が授与されました。

平成22年度オープンキャンパス実施報告
オープンキャンパス参加者数（全8回）
生徒・・・3,245名　保護者・・・1,285名　合計・・・4,530名

（昨年度全8回  生徒・・3,083名  保護者・・1,118名  合計・・4,201名）

刊行物のお知らせ
『栄養生命科学科の教授が語る「科学的なセンスを
もつ管理栄養士」の養成』

入試 広報部

学務部

総務部
の基本的な動作について中央自動車学校指導員による講習が行われました。
　受講生のアンケートでは、練習時間がもっとあると良かったという意見が
数名あり、訓練に対する意欲を感じることができます。「昔、教習所でやったこ
とを改めてやってみると意外と難しい場所が多く、普段の自分の運転を思い
返す良い機会になりました。これから
も安全運転に勤めたいと思います。」
という感想も寄せられました。
　バイクは大きな事故にもつながり
ますので、更に参加者を増やし安全
運転に関する意識を高めていきたい
と考えています。

平成22年度インターンシップ成果報告会の開催
　10月28日・29日、学生サービス棟にて、工学部・創造工学部・応用バイ
オ科学部・情報学部の発表者56名と研修先関係者ならびに本学教職員・学
生の参加により、インターンシップ成果報告会が開催されました。発表者は、
参加の目的や動機、インターンシップ日誌、研修により得た成果・感想等を
PowerPointにより発表し、研修先機関・指導教員に対する謝辞を述べまし
た。さらに、12月10日に日本インターンシップ推進協会主催による成果発
表会が工学院大学で開催され、本学の代表として4名が参加いたしました。
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教員採用試験対策室

本年度公立学校教員採用試験受験結果
　7月にスタートした全国の公立学校教員採用試験は、10月に最終的な合格
発表があり、卒業生を含む本学関係の受験結果が次のとおりまとまりました。
　なお、本年度の4年生から初めて中学校の「数学」「理科」の免許取得が可
能になりました。

◆受験者数：40名（昨年度	27名（高校のみ）＊（　）内は昨年度
校種別受験者数 中学校	5名（0）　高等学校	35名（27）
都道府県別受験者数
12都府県（8府県）
複数県受験者がいるため
受験者数は延べ数（45）

青森県	1名（2） 岩手県	1名（1） 山形県	1名（0）
福島県	1名（1） 栃木県	1名（1） 東京都	2名（0）
神奈川県31名（20） 長野県	2名（0） 静岡県	2名（3）
愛知県	1名（0） 京都府	1名（1） 福岡県	1名（0）

◆受験者教科等
数学 中学校	3名（0）高校:7名（5）
理科（高:物理・化学・生物）中学校	2名（0）高校	14名（7）
工業（機械・電気・化学） 11名（13）
情報 3名（2）

◆1次試験合格者:6名（昨年度:13名（神奈川県:11名・青森県:2名））

神奈川県 6名（11） 理科（化学）:1名　工業（電気）	4名
 情報:1名

◆2次試験合格者:2名（昨年度:5名（神奈川県:4名・青森県:1名））
神奈川県 2名（4） 理科（化学）:1名　工業（電気）	1名

＜合格者報告会＞
　本学では、毎年教員採用試験の合格者による「合格者報告会」を開催して
いますが、本年度は例年より早めて11月20日に実施しました。
　本年度合格した2名に加え、昨年現役で合格し、本年4月に教員になった卒
業生にも参加してもらいましたが、来年度受験する3・4年生だけでなく1・2
年生も参加し、合格までの受験勉強や受験準備の経験談、試験当日の内容や
受験に当たっての留意点、さらには、後輩たちへのアドバイス等の実体験を
合格者から直接話してもらい、来年度7月の受験に向けて後輩たちにとって
は大変参考になりまた励みになりました。

平成22年度後期　受験対策の実施状況
　平成23年7月の受験に向け、後期の授業の空き時間を利用して、教職基礎
講座・一般教養・教職教養・専門教科・論作文などの採用試験の実力向上や、
授業力向上のための模擬授業研究及び近隣中学・高校への授業見学を企画
し、これまで以上に充実した対策となるように、実施期間を長くするため、昨年
より1ヵ月早くスタートし、10月～12月の3ヵ月間に亘り実施しました。
　今回の対策では、3、4年生及び科目等履修生を合わせて34名が受講しま
した。
　さらに、今後の春期休業期間及び平成23年度当初から採用試験受験直前
まで、改めて、今回の実施状況や効果を踏まえた対策を企画し、多くの学生の
皆さんの合格に向けた支援を行っていきます。
　●教職基礎講座（11回）
　　 　校長や教育行政を経験し教育界で活躍した講師から、教職に就くため

に必要な基礎的知識・心構え等の講義を受け、教職に対する再認識をす

　2011年卒の就職環境は、依然として厳しい状況が続いており、現在も多
くの未内定者が就職活動を行っております。最新の求人情報はキャリア就職
センターでとりまとめていますので、活動中の学生は積極的に相談するよう
にしてください。
　2012年卒の就職環境についても、今年度同様に厳しい状況であると予
想されます。
　すでに業界セミナーや企業オープンセミナーは10月より始まり、学生は危
機感を持って、積極的に参加しているようです。
　キャリア就職センターでは、12月13日～17日と2月3日・4日には大手・
優良企業約60社が参加予定の「業界研究会」、2月15日・16日には約300
社が参加予定の「第1回合同企業説明会」を実施致します。毎年、内定者全体
の約40％が参加企業へ内定しており、大変有効な説明会です。学生のみな
さんは是非出席して下さい。

OfficeInformation

キャリア就職センター

授業関連
冬 期 休 業	12月24日～1月5日
月曜日振替授業	1月19日
後 期 終 講 日	1月20日
後 期 定 期 試 験	1月21日～2月3日（大学院1月27日）
追 試 期 間	2月7日～10日

るとともに、来年度の教育実習及び教員採用試験の受験に向けた準備と
して受講者にとって大変参考になりました。

　●模擬授業研究（週4～5回7週間　計49回）
　　 　1班4～5名のグループに分け、グループ内で順に授業を行い、より良

い授業ができるように細かい指導を受けるとともに、参加者とのディス
カッションにより授業改善に役立てています。

　　  　模擬授業研究は、4年次の教育実習のための練習にもなり、学生に
とって自信にもつながるため、今後、春期休業から4年次の教育実習直
前まで実施する予定です。

　●授業見学（10日）
　　 　厚木北高校・小田原城北工業高校・神奈川総合産業高校の3高校及

び中学校を受験する学生のために厚木市立睦合中学校・林中学校・厚木
中学校の3中学校を訪問し、授業見学と各教科の教員からのアドバイス
や教頭先生の講話など現場に密着した研修ができました。

　●一般教養（社会・理科：10回　数学：6回）
　　 　一般教養で出題される「社会」・「数学」・「理科」分野について、テキスト

に基づく講義と演習により実力の養成を図りました。
　●教職教養（2班：各10回）
　　 　本年度から新たに教職教養を総合的に演習する講座を設置したとこ

ろ、希望者が多く2班に分けて実施しました。教育原理・教育心理・教育
法規・教育史の4分野についての予想問題を参考書を調べながら解き、
更に講師の解説指導により知識の吸収と実力の向上を図りました。

　● 専門教科（数学基礎：13回　数学応用：6回　理科：10回　工業（電
気・機械）：各8回）

　　 　専門教科については、しっかりとした基礎力の習得の上で、より高度な
知識が必要であるため、今回は基礎力向上のための対策を重点的に実
施しました。

　　 　数学は、高校数学の重点事項の確認のための講義を多くし、基礎力の
充実を図りながら、応用では予想問題の講義と演習により、実力の養成
を図りました。

　　 　理科は、物理・化学・生物・地学の予想問題を利用してこれまでの知識
の確認と応用力の養成を図りました。

　　 　工業は、機械と電気に分けて受験予定教科の過去の実施問題につい
て、講師の解説を受け理解を深めながら、実力を養成する対策を実施し
ました。

　●論作文演習（10テーマ）（昨年度13テーマ）
　　 　1週間に1枚、テーマに基づいて自宅で論文を作成し、講師に提出・添

削の後、講評を受け、次のテーマに進むという方法で、10テーマの演習
を実施しました。論作文演習は、ただ論文を書くのではなく、中教審など
の国の動向や受験都道府県の教育ビジョンなどを念頭に入れ、自分の考
えをしっかりまとめる必要があり、学生にとって教育に関する教養を身に
つける意味でもプラスになっています。
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第32回後援会総会報告

平成21年度決算報告書（平成21年4月1日より平成22年3月31日まで） 平成23年度予算書（平成23年4月1日より平成24年3月31日まで）

収入の部 収入の部
科　　目 予　　算 ３月末実績 差　　異

一般収入 〔 76,800,000 〕 〔 76,917,000 〕 〔 -117,000 〕
　入会金 （ 3,300,000 ） （ 3,507,000 ） （ -207,000 ）
　会　費 （ 73,500,000 ） （ 73,410,000 ） （ 90,000 ）
寄附金収入 〔 100,000 〕 〔 200,000 〕 〔 -100,000 〕
受取利息収入 〔 3,000 〕 〔 44,349 〕 〔 -41,349 〕
積立金受入 〔 0 〕 〔 8,350,000 〕 〔 -8,350,000 〕
前期繰越金 〔 41,571,516 〕 〔 56,697,908 〕 〔 -15,126,392 〕

収入の部合計 118,474,516 142,209,257 -23,734,741 

科　　目 予　　算 備　　考

一般収入 76,800,000 
　（入会金） （ 3,300,000 ） ＠3,000×1,100名
　（会費） （ 73,500,000 ） ＠15,000×4,900名
寄附金収入 100,000 
受取利息収入 3,000 
積立金受入 8,350,000 
前期繰越金 44,741,205 前々年度の繰り越し金額を充当

収入の部合計 129,994,205 

平成23年度 神奈川工科大学後援会役員
(任期	平成23年4月1日～平成24年3月31日）

神奈川工科大学学内役員

神奈川工科大学後援会
(単位	円）

神奈川工科大学後援会
(単位	円）

支出の部
科　　目 予　　算 ３月末実績 差　　異

総　務　部 〔 1,350,000 〕 〔 1,057,826 〕 〔 292,174 〕
　事務費 （ 1,000,000 ） （ 907,501 ） （ 92,499 ）
　渉外慶弔費 （ 150,000 ） （ 70,000 ） （ 80,000 ）
　雑費 （ 200,000 ） （ 80,325 ） （ 119,675 ）
教　務　部 〔 24,600,000 〕 〔 21,258,898 〕 〔 3,341,102 〕
　研究助成費 （ 12,500,000 ） （ 10,674,322 ） （ 1,825,678 ）
　刊行物助成費 （ 2,100,000 ） （ 2,156,896 ） （ -56,896 ）
　通信費 （ 2,000,000 ） （ 821,170 ） （ 1,178,830 ）
　資格取得助成費 （ 8,000,000 ） （ 7,606,510 ） （ 393,490 ）
厚　生　部 〔 82,500,000 〕 〔 66,801,328 〕 〔 15,698,672 〕
　学友会助成費 （ 45,000,000 ） （ 37,108,940 ） （ 7,891,060 ）
　　学園祭助成費 6,000,000 5,500,000 500,000 
　　クラブ活動助成費 25,000,000 23,245,820 1,754,180 
　　特別活動費 14,000,000 8,363,120 5,636,880 
　上部団体加盟費 （ 3,000,000 ） （ 2,120,885 ） （ 879,115 ）
　ユニフォーム助成費 （ 3,000,000 ） （ 2,144,740 ） （ 855,260 ）
　コーチ助成費 （ 9,000,000 ） （ 6,630,151 ） （ 2,369,849 ）
　同好会助成費 （ 7,000,000 ） （ 4,777,120 ） （ 2,222,880 ）
　顧問活動費 （ 2,500,000 ） （ 2,371,621 ） （ 128,379 ）
　学生指導助成費 （ 500,000 ） （ 240,000 ） （ 260,000 ）
　スポーツ用具助成費 （ 4,500,000 ） （ 3,717,234 ） （ 782,766 ）
　卒業記念品費 （ 5,000,000 ） （ 4,285,590 ） （ 714,410 ）
　課外活動表彰費 （ 1,000,000 ） （ 598,919 ） （ 401,081 ）
　雑費 （ 2,000,000 ） （ 2,806,128 ） （ -806,128 ）
予　備　費 〔 1,674,516 〕 〔 0 〕 〔 1,674,516 〕
電子化促進事業積立 〔 1,000,000 〕 〔 1,000,000 〕 〔 0 〕
学園50周年記念行事宛積立 〔 7,350,000 〕 〔 7,350,000 〕 〔 0 〕

支出合計 118,474,516 97,468,052 21,006,464 
次期繰越金 〔 0 〕 〔 44,741,205 〕 〔 -44,741,205 〕
　前期繰越金 （ 0 ） （ 56,697,908 ） （ -56,697,908 ）
　当期剰余金 （ 0 ） （ -11,956,703 ） （ 11,956,703 ）

支出の部合計 118,474,516 142,209,257 -23,734,741 

支出の部
科　　目 予　　算 備　　考

総　務　部 2,350,000 
　事務費 ( 2,000,000 ) 総会案内作成と送付
　渉外慶弔費 ( 150,000 )
　雑費 ( 200,000 )
教　務　部 24,600,000 
　研究助成費 ( 12,500,000 ) 学会発表補助
　刊行物助成費 ( 2,100,000 ) 地方新聞購読３７社
　通信費 ( 2,000,000 )
　資格取得助成費 ( 8,000,000 )
厚　生　部 93,000,000 
　学友会助成費 ( 46,500,000 )
　学園祭助成費 ( 7,500,000 ) コンサートアーティストを厳選
　クラブ活動助成費 ( 27,000,000 ) 各団体の部員増
　特別活動費 ( 12,000,000 ) 夢プロ　イベント
　上部団体加盟費 ( 3,000,000 )
　ユニフォーム助成費 ( 5,000,000 )
　コーチ助成費 ( 9,000,000 )
　同好会助成費 ( 7,000,000 )
　顧問活動費 ( 3,000,000 )
　学生指導助成費 ( 2,000,000 ) 社会人基礎力育成企画　新規
　スポ－ツ用具助成費 ( 5,000,000 )
　卒業記念品費 ( 7,000,000 ) 記念パーティー、学位記カバー
　課外活動表彰費 ( 1,500,000 )
　雑費 ( 4,000,000 )
予　備　費 1,694,205 
電子化促進事業積立 1,000,000 
学園50周年記念行事宛積立 7,350,000 1,500円×4,900人＝7,350,000円
支出の部合計 129,994,205 

役　職 氏　名 学　科
会　長 佐　藤　正　徳 ロボット・メカトロニクス学科
副会長 荒　井　文　子 応用バイオ科学科

〃 小　林　雅　弘 応用バイオ科学科
監　事 新　藤　克　己 機械工学科
理　事 花　上　吉　夫 機械工学科

〃 林　　　弘　義 情報工学科
〃 沼　田　葉　子 情報工学科

役　職 氏　名 学　科
理　事 河　田　敬　子 自動車システム開発工学科

〃 有　賀　賢　治 情報ネットワーク・コミニュケーション学科
〃 室　井　孝　之 情報ネットワーク・コミニュケーション学科
〃 重　松　克　子 情報工学科
〃 日　高　清　安 情報ネットワーク・コミニュケーション学科
〃 森　住　喜美恵 情報ネットワーク・コミニュケーション学科
〃 高　木　みはる 応用バイオ科学科

役　職 氏　名
顧　問 小　宮　一　三 学長

〃 髙　橋　　　正 筆頭理事
常任理事 斎　藤　　　貴 学生部長

〃 花　山　政　忠 財務部長
〃 関　　　喜　義 学務部長
〃 鈴　木　　　隆 学生担当部長

　11月6日、本学で第32回後援会総会が開催されました。木村雅一会長の挨拶のあと、会長の議事進行
のもと平成21年度事業報告及び決算報告、平成22年度事業及び予算中間報告、平成23年度事業計画
及び予算案、平成23年度役員選出が行われ、原案通り承認されました。
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「事故ゼロ」を目指し研究を本格化
自動車システム開発工学科　安部正人教授

　本学の自動車工学棟に設置されている「ドライビングシミュレーター」は、270度近い視
野を確保し、「事故ゼロ」へと向けた研究が進められています。合わせて5台あるシミュレー
ターをネットワークで結び、事故に至る状況を実験的に再現し、さまざまな事故を検証して
います。研究について自動車システム開発工学科学科長の安部正人教授は、「このシミュ
レーターの導入で非常に高度な分析が可能になる。データを基にして、事故防止の製品開
発なども進むだろう」と話し、神奈川新聞に掲載されました。

　情報工学科の田中博教授は、スマートフォンを用いて、自宅
などの様子をモニターできるシステム「リモートモニタリング・
コントロールシステム」を開発しました。同システムは、米グー
グルが開発した基本ソフト「アンドロイド」を搭載した端末に対
応しており、サーバー、ウェブカメラ、温度センサー、赤外線送
信機などで構成されています。
　インターネットを通じて室内サーバへアクセス。携帯電話の
画面には、室内に設置したウェブカメラの画像や時刻などを表
示し、室内の様子をリアルタイムで確認できます。
　送信された情報をもとに、室内にある、カーテンやライトな
どの機器を操作することが可能になる。田中博教授は「カギの
接点から電圧を判定し、開閉状態の確認も行える」と話してい
ます。

日刊工業新聞／
平成22年12月11日掲載

社会が求める力を養う
「実践プロジェクト」が新聞に紹介される

ホームエレクトロニクス開発学科
　ホームエレクトロニクス開発学科の「実践プロジェクト」
は、家電関連企業と教育的な連携を結び、企業から提案
された課題に学生がグループで取り組むという新しいス
タイルの実践型授業です。複数の協力企業からあたえら
れたテーマの中から学びたいものを選び受講します。実
際に企業を訪問して課題の説明や講義を受けるので、事
前に必要となるビジネスマナーや訪問先企業の概要・事
例なども学ぶことができます。今年度のテーマは「IHヒー
ターの加熱特性の比較」、「新型防災センサーの性能評
価」など11件。そのうちの「洗濯機の洗濯時間と洗浄力
の関係」について調べた学生が、研究の面白さについて話
し、読売新聞に掲載されました。また、同学科金井徳兼教
授は「身近な家電から学問への関心を深め、社会とのつな
がりを持った技術者を育てたい」と話しました。

＊ホームエレクトロニクス開発学科の学生が、「社会人基
礎力育成グランプリ2011関東地区予選大会」で、実践プ
ロジェクトについてプレゼンテーションし、優秀賞を受賞し
ました。関連記事を本誌P.4に掲載しています。

読売新聞／
平成22年10月17日掲載

「スマートフォン」で
室内確認・操作

情報工学科　田中博教授

神奈川新聞／
平成22年12月22日掲載
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本学のモバイル学生証が
新聞で紹介されました 自転車専門誌に活躍が紹介されました

地域情報番組でコメント
栄養生命科学科　江指隆年教授

　本学が2006年に導入
した国内初の「モバイル学
生証」は携帯電話の電子マ
ネーによる認証機能を利用
し、本部のサーバーでリア
ルタイムに学生の出欠を
管理できるシステムです。
モバイル学生証の導入が
事務効率化にも繋がると
日経産業新聞「強い大学」
のコーナーで紹介されまし
た。

　11月28日成田市
で行われた「セオサ
イクル・サイクルフェ
スティバル」のクロス
バイクの部でホーム
エレクトロニクス開発
学科2年の末岡正充
さんが優勝を果たし、
自転車専門誌から取
材を受け、掲載されま
した。今年度の自転
車部は、さまざまな大
会に積極的に参加し、
実 績 を 上 げ て いま
す。関連記事をP.6
に掲載しています。

　NHK総合テレビ「特報首都圏」『85歳 辰巳芳子 “日々の料理”を問う』
（10/15放送）で、半世紀に渡って「理想の食事」を追求し「料理や食の大切
さ」を訴えてきた85歳の料理研究家・辰巳芳子さんが特集され、栄養生命科
学科学科長の江指隆年教授が「食事に関するアンケート」を監修し、アンケー
ト結果について「食品選び
の基本を周知していない人
が多いことに驚いた」とコメ
ントをしました。

『CYCLE SPORTS 1月号』／（発行	八重洲出版）

科学情報番組でコメント
機械工学科航空宇宙学専攻　小林修教授

第87回箱根駅伝を解説
陸上競技部　碓井哲雄監督

　機械工学科航空宇宙学専攻の小林修教授は、科学情報番組「ガリレオチャ
ンネル」の特集「飛行艇US-2　"空飛ぶ船"が命を救う」の中で取材を受け、航
空機研究者の立場からコメントを寄せました。

　陸上競技部の碓井哲雄監督は、1月2日・3日に行われた第87回東京箱根
間往復大学駅伝競走において、日本テレビの同番組解説者としてテレビ解説
を行いました。

TOKYO MXテレビ（東京	デジタル9チャンネル）科学情報番組「ガリレオチャンネル／
平成22年9月18日放送

日本テレビ『第87回東京箱根間往復大学駅伝競走』／
平成23年1月2日・3日放送

NHK総合テレビ『特報首都圏』／平成22年10月15日放送

NHKラジオ番組に本学学生が出演
　本学独自のサポート制度「夢の実現プロジェクト」の採択チームでもある、

「KWR修理屋」の学生がNHKのラジオ番組に生出演し、KWRの活動を紹介
しました。
　「KWR修理屋」は、不用となった車椅子を修理し、海外へ送る活動を行って
います。また、学外での車椅子修理ボランティアや、さらに、車椅子の修理やメ
ンテナンスの講習会を開催しています。

NHKラジオ第1　渋マガZ「キャンパス7」のコーナー／
平成22年12月5日放送

日経産業新聞／
平成22年12月16日掲載

科学番組で本学大学院生が紹介されました
　大学院工学研究科応用化学専攻博士前期課程2年の谷地理恵子さんが、
NHK教育テレビの科学エンターテイメント番組「すイエんサー」の『明日のす
イエんサー』のコーナーに出演しました。
　番組では、谷地さんの研究についてや、普段の学生生活、プライベートの時
間の過ごし方などが紹介され、最後に将来の夢についての質問がありました。
谷地さんは自分が取り組んでいる研究内容が活かされることを目標に頑張っ
ていることなどを話しました。

NHK教育テレビ『すイエんサー』／
平成22年9月7日放送
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第31回

体育祭 開催！ 「第1回 学長杯
ソフトボール大会」開催！

　10月10日、第31回体育祭が開催されました。この日
の天候が雨だったため、体育館でバスケットボールや、室
内でダーツ、腕相撲など、工夫を凝らして行われました。

幾徳祭開催!
神奈川工科大学 学園祭

　11月6日、7日に「第35回幾徳祭」が
開催されました。両日とも晴天に恵まれ
た中、模擬店やコンサートなどの定番イ
ベントのものから、ステージ企画、クラ
ブ活動展示など普段なかなか見ること
のできないイベントが実施されました。
また、第4回ホームカミングデーも同時
開催されました。

　11月23日、学科対抗の「第1回学長杯ソフトボール大会」が開催
されました。各学科、1年～4年の有志の学生により、接戦が繰り広
げられ、自動車システム開発工学科が優勝しました。
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